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イケメン完璧社長は残念系!?
秘書を愛でたいのに素直になれません
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（さてと、これで準備万端！）

　今日のスケジュールを確認し、部屋の掃除も済ませた。

　デスクの上はキレイに整え終え、応接間のガラステーブルはキレイに磨き上げピカピカだ。

　ウッドブラインドから零れ落ちる光の粒に、松原まつばら和歌わかは目を細める。

　キラキラと目映いばかりの光を見ていると、今日一日何か良いことがあるのではないかと期待に胸を膨らませてしまう。

　清々しい朝である。少しぐらい未来に希望を持ってもバチは当たらないはずだ。社長室に満足げな視線を向けて最終チェックをしたあと、和歌は小さく頷く。

　ただ……掃除以外のその他の仕事は、和歌ではなく違う人間にお願いしたいと切に願っているのだが、社長である花山はなやまは一向に求人を出す気配がない。

　今日も今日とて、荷の重い仕事をこなさなければならないのかと小さくため息が零れた。

　だが、これも仕事。顔色一つ変えずに完璧にこなしてやる。そうしなければ、また路頭に迷ってしまう。それだけは絶対に、絶対に、絶対に避けなければならない。

　和歌は、決意新たに拳を作り握りしめた。




　松原和歌、二十八歳。独身。花山スペースデザインに中途入社して二年が経過しようとしていた。

　この花山スペースデザインは、所謂空間デザインを主に手がけているデザイン事務所で、社長の花山尊みことを代表とした精鋭デザイナーたちが集結している。

　業界でも引っ張りだこ状態の我がデザイン事務所だが、特に花山尊のデザイン能力はずば抜けていて大きな仕事が舞い込むことが多いのだ。

　社長である花山は、若きデザイナーたちの憧れの的でもある。

　そんなカリスマデザイナーが社長を務めている事務所は、活気があって雰囲気もいい。

　改めて考えても、いい会社に入ることができたと思う。感謝してもしきれないほどだ。

　和歌はこの事務所で働く以前、中小企業である玩具メーカーで事務員として働いていた。

　大学卒業後から三年間。新卒で右も左もわからない状態だったが、和歌なりに頑張って仕事を覚えてきたつもりだった。

　しかし、残念ながら和歌は必要ではない人員だと会社から判断されてしまうことになる。そう、リストラされてしまったのだ。

　会社は不況の折より右肩下がりで、ついにはとある企業に吸収合併されることになってしまった。

　そこで、まだ経験値が浅いと判断された新入社員から入社三年までの若者たちは、リストラ対象となり……路頭に迷うことになってしまったのである。

　大学在学中に就職活動を行って何社も何社もエントリーシートを提出し、試験を受けて面接をして……しかし、なかなか受からず半ば諦めていたところで、ようやくつかみ取った採用通知だった。それなのに、数年後にリストラ対象になってしまうなんて誰が想像しただろう。

　和歌は全然していなかったし、親もしていなかった。

　ここから逃げてしまいたい。都会は自分の肌には合わなかったのだろう。そんな負の感情を抱いてしまっても仕方がないはずだ。

　だが、そんなふうに落ち込んだのは、リストラに遭い仕事を失ったからだけではなかった。

　リストラに遭った頃と同時期に、和歌は恋人に振られてしまったのである。

　原因は、彼の浮気。それも三股をされており、愕然としたなんてものではなかった。

　さらに追い打ちをかけるように、その三股をしていた彼から言われた一言が今も尚、和歌を傷つけている。

「お前は三人いた女の中で、最下位。それで彼女面するなんて哀れだな」

　この言葉は、和歌がこれまで生きてきた中で三本の指に入るほどの屈辱ワードになっている。

　彼に吐き捨てられたこの言葉は重い足枷となり、和歌は恋愛恐怖症になってしまったのだ。

　彼に愛されていると感じていたし、和歌も彼を愛していた。ふたりは相思相愛で、この先の生涯を彼と共に歩んでいくのだと。そんなふうに信じて疑わなかった数年前の自分に言ってやりたい。

　男なんて口だけで、呼吸をする間に心なんて簡単に変わっていく。

　だから、恋だの愛だの騒ぐのは愚かだ。恋なんて幻、男女間の愛なんてこの世には存在しないのだから夢を見るだけ無駄だ、と。

　仕事を失い、その上彼氏に捨てられる。そんな和歌に残ったのは、口にすることも憚られるひねくれた考えだけだった。そう、和歌はすっかりやさぐれてしまっていたのである。

　地方にある実家に帰ろうか。そして、そこを新たな拠点として再就職先を探した方が賢明かもしれない。そんなふうに思い悩み続けた。

　両親も娘の悲惨な状況を聞いて「帰っておいで」と言ってくれていたのだが、帰るのを思いとどまったのは、一枚の簡素に張られた求人募集の紙を見たからだ。




　あれは、職安に相談をしに行った帰り。まだ都会に未練があった和歌は、懲りもせずに職安へと通っていた。

　しかしその日も、いつも通り何の収穫もなく気落ちしてアパートまでの道のりをトボトボと歩いていたのだ。

　今思えば、どうしてそんなふうに思ったのかはよく覚えていないが、その日は少しだけいつもと違うことがしたくなったのである。とはいえ、散財するほどのお金は残念ながらない。

　仕事がないのである。貯蓄を切り崩して生活をしている状況で豪遊は無理だ。

　だが少しでも気分転換をしたくて、いつもはまっすぐ行く道を左に折れてみた。

　その道は今まで歩いたことがなく、なんとなく新鮮な気持ちでキョロキョロと辺りを見回しながらゆっくりと歩く。

　なにげなく見たオフィスビルはガラス張りの近代的かつ、それでいてモダンな雰囲気がするビルだ。

　なんだかおしゃれな建物だなぁ、と視線を向けたときに一枚の張り紙を見つけたのである。

　ただ、かなり簡素なもので、これは本当に求人広告なのかと目を疑ったほどだった。

　Ａ４のコピー用紙には「急募！　働きたい人募集。とにかく働きたいと強く願っている人を求めています（デザイナーの仕事ではありません）」と書かれており、デザイン事務所だということ、そして人事担当者名と電話番号のみという簡素すぎる張り紙だ。

　そこには給料形態や福利厚生などの記載は全くなく、それどころか仕事内容についても書かれてはいない。

　これでは誰も応募してこないのではないか、と苦笑いしたほどだ。

　まずはデザイン事務所の求人張り紙なのに、デザインなど全く考えられておらず、ただワープロソフトで打ち込んだだけのチラシである。

　文字をレタリングしたりして、少しぐらいデザイン事務所だという所をアピールすればいいものを、そういう意思を全く感じさせないほど簡素な求人張り紙だった。

　だが、それがなんだか和歌の心の琴線を弾いたのである。

　職安へ行っても、形式通りの求人票ばかり。中身だって、目を見張るような斬新さはない。

　ここまで職が決まらないことに焦れていた和歌は、そのテンプレ化した求人票を見るのが辛くなってきていたのだ。

　リクルートスーツ姿の自分が、オフィスビルのガラスに映る。

　スレンダーだと言えば聞こえはいいが、女性らしい凹凸に欠けた身体。飾りっ気なく一つに結い上げられた、背中まで伸びた黒髪。

　インテリ風メガネの奥の、目尻が少し上がった狐目。

　ここ最近、和歌の定番となっている出で立ちだ。終わりの見えない就職活動に挑み続け、疲れに澱んだ目をしている……はずだったのに。和歌はガラスに映った自分の顔をまじまじと見つめた。瞳が、輝いている。なんだか血色もいい気がする。

　和歌はこのなんともやる気がない求人張り紙を見て、心が躍ってしまったのだ。

　張り合いのない日々に嫌気が差していた和歌にとって、久しぶりに面白いとポンと膝を叩きたくなるような出来事だったからなのかもしれない。

　気がついたら、和歌はその張り紙を手にしてデザイン事務所の扉を叩いていた。

　今まで真面目一本で生きてきたが、やっとの思いで入った会社にはリストラされ、あげくの果てには彼氏にも三股されて捨てられてしまう始末。

　真面目に生きてきたって、悲惨な事柄は起こりうるとわかった今、たまには冒険したっていいのではないかと思ったのだ。

　どうせ一度きりの人生である。たまにはイイ子ちゃんの枠から外れ、面白いと思ったことに衝動的に飛び込んでしまうのもいいのではないか。

　和歌は、すぐさま履歴書を提出した。職安帰りだったので、履歴書を持っていたのだ。

　そんな和歌に人事担当の男性は大いに慌てていたが、すぐに面接をしてもらえることになったのである。

　人事担当者が張り紙を出したのは、和歌が訪れる五分前だったらしく、かなり驚いている様子だった。

　話を聞けば、経理事務員が欠員してしまい、早急に人員が欲しいらしい。

　前職でも経理関係の事務をしていたと話したところ、すぐに採用が決定してしまった。

　責任者に確認をしなくてもいいのか。即日決定しても大丈夫なのか。

　その時はかなり不安になったものだが、入社後人事担当の男性は花山の共同経営者で、実質ナンバー２の存在である副社長だと知って納得した。

　そして、あのデザインのかけらもない張り紙は副社長が作成したらしい。

　なんでも、デザイナーたちは仕事で大わらわで、彼が作るほかなかったのだという。

　残念ながら彼にデザインの素質はないらしく、本業は縁の下の力持ちなんだそうな。

　とはいえ、経理、会計、人事などなどデザイン以外のすべてを担っているというのだから大変である。

「ようやく少し仕事を減らすことができる……!!」

　和歌の採用を決定したとき、副社長はとても安堵していた。

　なんだか運命に導かれるように決まった再就職先だったが、まさかこんなふうにトントン拍子で採用が決定するとは思っていなかったため、当分の間は挙動不審のままだった。

「明日からぜひ来てほしい!!」という副社長のたっての願いにより、和歌は次の日から〝花山スペースデザイン〟で仕事をすることになったのである。　

　初出社日の朝。和歌は副社長と共に社長室を訪れ、初めて社長である花山に挨拶をしたのだが……。そこで、とんでもない事態に遭遇することになる。







「ようやく新しい人員が増えたか」

　そう言って笑う花山に、和歌は目を見張ってしまった。

　花山尊、三十二歳。この花山スペースデザインの取締役社長である。

　勢いで就職を決めてしまったあと、きちんと会社のことを知っておいた方がいいだろうと慌ててネットで調べたところによると、この花山社長はなかなかにすごい人らしい。

　都内にあるデザイン事務所を三年で辞め、そのあとに自分の事務所を起ち上げたのだが、飛ぶ鳥を落とす勢いで快進撃を続けているらしい。

　国内の有名デザインコンテスト、ほぼ全てにおいて受賞歴があるといっても言い過ぎではないほど、彼のデザインには定評がある。

　彼がデザインしたお店や建物の内装などは必ず人々の目に止まると評判で、全国各地で仕事をこなしているらしい。

　そして特記することは、もう一つある。それは彼の実家についてだ。

　花山の父親は国内最大手のハウスメーカー「花山ホーム」の社長なのである。ゆくゆくは、実家が経営している花山ホームを継ぐのだろうか。

　会社のホームページで確認したときに社長の名前と経歴、そして顔写真を見たのだが、あまりに眉目秀麗で驚いた。

　こんなにハンサムな男性が社長で、しかも仕事が出来るとなれば、さぞかしモテるのだろうと予測していたのだが……実物は予想以上だった。

　長身でスラリとした身体。少し明るめの茶色い髪はふんわりとセットされている。甘いマスクは、笑うとなんだかとてもやんちゃな表情に変わる。それがまたスパイスとなり、魅力が増すと感じるのは、和歌だけではないはずだ。

　そんな花山は身につけているものも素敵だった。身体にフィットしたスリーピーススーツはオーダーメイドだろう。艶感のある生地で作られており、センスの良さを感じた。男の魅力溢れる彼には、ピッタリの装いである。

　一瞬彼に魅入ってしまった和歌だが、すぐさま気持ちを引き締めた。

　今の和歌は仕事をするために、この場にいるのだ。浮ついた気持ちではいけない。

　どれほど努力して頑張っていたとしても、会社というものは容赦なく切り捨てていくものだ。それは前職で痛いほどわかっていた。

　勤続年数が少ない人間ばかりがリストラ対象に遭った訳だが、それは今後の人生において再就職がしやすいからというのが会社の言い分だった。

　しかし、本音で言えば違ったはずだ。勤続年数が短い社員は、まだまだ重要な仕事を任されていない。だからこそ、切ることができたのだと思う。

　それに気がついた和歌は、誓ったのである。会社に必要な人間になってやろう、と。

　万が一会社が経営不振に陥り、人員削減をしようとしたとき、「松原は絶対に残ってもらわなくては困る」と経営陣に言わせなければならない。

　もう二度と就活はごめんである。それなら、会社にとって必要不可欠な人間になろう。

　堅実に、誠実に。仕事では妥協を見せない。

　次こそは絶対にリストラで首を切られてなるものか。ムンと唇を横に強く引き、和歌は花山を見つめた。

　すると、彼は一瞬驚いた顔をしたのち、なにやら思惑顔で頷く。

「……いいかもしれない」

「え？」

「君には、俺の秘書にもなってもらおう」

「…………はい？」

　五秒ぐらい返事に遅れただろうか。今の和歌は、きっとマヌケ面をしているはずだ。

　呆気に取られている和歌を余所に、副社長は「バカな！」と声を上げて反論し始めた。

「尊、何を考えているんだ！　今、事務処理が滞っていて大変なのはわかっているだろう!?」

　目くじら立てて抗議する副社長に対し、花山も負けてはいなかった。

「ああ、知っている」

「それじゃあ……！」

「だがな、これは俺も譲れない。知っているか？　俺の秘書もいなくなって半年が経っていることを」

「くっ……!!」

　言葉に詰まる副社長だったが、気を取り直したのか。すぐさまその件について猛抗議を始めた。

「あのなぁ、それはお前が悪いんだよ。何回秘書を変えれば気が済むんだ！　この半年で四人だぞ？　四人」

「人数なんて関係ない。きっちり仕事ができない奴らをあてがわれても、仕事の邪魔だ。仕事をしない人材はいらない」

「だからって彼女は渡さないぞ？　俺が求人を出したから来てくれたんだ。悔しかったらお前も求人を出せばいい」

　フンと鼻を鳴らして得意げになっている副社長を見て、花山は眉を顰めた。

「それができたら苦労はしない。どいつもこいつも付き合ってくれと迫ってくるばかりで仕事をしてくれない。付き合う気はないと言えば、あっさり仕事を辞める奴らばかりだった。どうせ求人を出してもろくなヤツが来ないんだよ！」

「それは花山がいけないんじゃないか？　無駄に色男だから」

「う……っ」

　副社長の挑発に、花山は二の句を告げられないらしい。

　普通のやり取りだったら、色男だから悪いと言われたら反発するのがセオリーだろう。

　しかし、社長である花山が言葉を詰まらせたということは、秘書として雇った女性たち全員が色目を使って花山を誘惑し、仕事にならなかったのは本当のことのようだ。

　二人の激しいやり取りを側で我関せずで聞いていた和歌だったが、突然花山が和歌に顔を近づけてきたので驚いて身体がビクンと震えた。不意打ちすぎて、胸が高鳴ってしまう。

　そんな和歌に、花山は真剣な面持ちで聞いてくる。

「君、前職は事務をしていたのか？」

「は、はい」

　花山の手にはいつの間にやら、和歌が書いた履歴書がある。どうやら和歌の職歴などは、キチンとチェックを入れてあったようだ。

　男前な顔がより近付き、和歌はなぜか背中に冷や汗をかきながら何度も頷く。なんだか嫌な予感しかしない。

　顔を引きつらせていると、彼はどうしてか満足そうに頷いた。

「資格の欄には、秘書検定二級と書かれている」

「あ……はい。就活の時に箔が付くかと思って取得しましたが……」

　やっぱり嫌な予感しかしない。それは隣に立つ副社長も感じたのだろう。彼からも不機嫌な様子がヒシヒシと伝わってくる。

　和歌が花山の迫力に負けて一歩下がると、彼はますます楽しげに口角を上げた。

　その笑みが威圧的なものに感じられて、和歌は慌てて反論する。

「で、でも……！　資格は確かに取りましたが、実務の経験はありませんから」

「……」

「じ、事務での経歴しかありま……せ……ん」

　悪い事など一切していないというのに、なぜか後ろめたさを感じてしまう。それほど目の前にいる花山の迫力が凄まじいのだ。

　ゴクンと生唾を呑み込んだ和歌に、花山は満面の笑みを浮かべる。

（ひぃ……っ！）

　イケメンの笑みほど素敵なものはない。今まで、和歌はそう思っていた。

　だが、今このときから訂正する。イケメンの笑みほど……恐ろしく、怖いものはない!!

　もう一歩後ずさる和歌に、花山はすぐにその距離を詰めてくる。

「せっかく取った資格だ。使わないのはもったいないだろう？」

「そ、それは……そうなのですが」

　花山が言うのは、もっともである。

　だが、就職試験のために見栄だけで取った資格だ。勉強した内容などすでに、記憶の片隅に追いやられている。今もう一度試験を受けたら、不合格になる自信しかない。

　合格とはいえ、本当にギリギリセーフで受かったのだから、実践に活かせと言われても絶対に無理だ。

　切実に訴えたのだが、花山は口元に笑みを浮かべつつも目は笑っていないという大変器用な表情をした。

　震え上がった和歌に対し、威圧的に花山は口を開く。

「それなら心配はいらない。俺は君を初心者だときちんとわかった上で秘書業務をしてもらいたいと言っている。失敗したって構わない。徐々に経験を積んでいってくれ」

「……」

　重すぎる威圧感の中、和歌はただ花山の顔を見て眉間に皺を寄せるだけしかできない。

　そんな和歌を見て花山は大きく頷いたあと、ニヤリと意味深にほほ笑んで見せた。そのほほ笑みが怖すぎて、和歌の頬はピクピクと引き攣ってしまう。

「俺はもう決めた。君は、秘書兼事務員ということで」

「……っ」

　中途採用してもらった手前「それならやりたくありません！」などと和歌が言えるはずがない。

　花山もその辺りの事情はわかっている様子で、強気の姿勢を崩さない。

　何も言えない和歌に、花山は自信満々の表情で頷く。

「君なら俺の秘書が勤まると判断した」

「いや、でも……今さっき誰も続かないと言われませんでしたか？」

　話の内容を聞いている限りには、花山の色気やステータスに目が眩んだ女性陣を排除してきた様子だ。

　和歌はそんな恐れ多いまねはしないし、何よりもう恋はこりごりだ。男性のパートナーは和歌の人生には必要ない。

　だからこそ、歴代の秘書たちのようにはならないと自信を持って言えるが、相手はなんと言ってもデザイン業界の革命児と誉れ高い男性だ。

　重要な仕事も多いだろうし、なにより多忙を極めているだろう。

　そんな人の秘書となれば、経験豊富なやり手でなければ勤まらないのではないだろうか。間違っても、その役目は和歌には無理だ。

　恐る恐る聞くと、花山はフッと鼻で笑った。

「そんなこと言っただろうか？」

「言いました」

「じゃあ君は、以前うちで働いていた秘書の女性たちのように、俺に色目を使って仕事をおろそかにするつもりか？」

　どこか挑発的に聞いてくる花山に、和歌はむきになって反論する。

「するわけありません。私は、今後男性とお付き合いする気は全くありませんので。ご安心を」

「ああ。君なら仕事を熱心にしてくれるだろうと思っている。だからこそ、君に俺の秘書をしてほしいと言ったんだ」

「はぁ……」

　相手が雇い主だというのを忘れて、気の抜けた返事をしてしまった。

　呆けている和歌に、花山はどこか自信ありげに口角を上げる。

「君なら続きそうだ。俺はそう確信している」

「は……？」

　再びぞんざいな態度をしてしまった和歌は、慌てて口を押さえたが目の前にいる花山はどこか嬉しそうだ。

　眉間に力を込めた和歌に対し、彼はキレイにほほ笑んでくる。

「期待している」

　それだけ言うと、花山は副社長に視線を向けた。

「ということで、わかるな？」

「……わかりましたよ」

　なぜかそこで折れてしまった副社長に目を見開いていると、彼は憐れんだ目で和歌を見つめる。

「では、松原さん。貴女は、事務処理補助と花山社長の秘書をお願いします」

「いや、えっと……ちょっと待ってください」

　異議を申し立てようとしたのだが、和歌を無視して二人は話を進めてしまう。和歌の言うことなど耳に入れない戦法か。

　戸惑い続けている和歌には気遣いをせず、「これから打ち合わせに行く」とだけ言うと花山は部屋を出て行ってしまった。

　唖然としている和歌に、副社長は申し訳なさそうに頭を掻く。

「ごめんね、松原さん。秘書業務もお願いできるかな？」

「で、でも！　私、秘書なんてやったことがないんですよ!?」

　尻込みする和歌に、副社長は人の良さそうな朗らかな表情を浮かべた。

「秘書の仕事は僕が教えてあげるから。この半年間、僕が渋々やっていたんですよ。だから忙しくて目が回りそうでした」

「……」

「秘書の求人は随時かけていきます。代わりの人材が決まるまでの辛抱ですよ」

　お願いします、と涙目で言われてしまったら……断りづらくなってしまったのだ。

　そんな経緯を辿り、二年経った今も和歌はこの花山スペースデザインで社長秘書兼事務員として働いている。

　当初、すぐに代わりの人材を用意してくれるという約束だったのだが、代わりの秘書の求人はその後、一度も出ていない。

　何度も副社長には訴えているのだが、聞き入れられた試しはなく、ノラリクラリとかわされ続けているのである。

「社長秘書を二年間勤められたんですから、今更代わりの人材はいらないですよ。松原さんにお任せすれば安泰、安泰」

　と、人のいい笑みを浮かべるのみで取り合ってもくれない。絶対に詐欺だ、と和歌は地団駄を踏んでいる。

　そんな中、秘書は決まらないくせに、補充の事務員を雇ったと小耳に挟んだ。

　これは、和歌をこのまま社長秘書専属にしようと考えているに違いない。ため息しか出ないが、仕事は仕事だ。やるしかないのだろう。

　実家に帰ろうか、と悲壮感を出して落ち込んでいた和歌にとって、この花山スペースデザインは救世主だ。

　次こそは絶対にリストラされないように頑張ろう、と懸命に働いてきた。

　仕事に妥協は見せない。そう誓っている和歌にとって、必要とされること自体はありがたい。

　しかし、どうしても会社側の対応には納得がいかないのである。

　後釜を見つけようとしないのは、花山が和歌の秘書業務に不満がないからなのだと思う。

　事務員の補充をして、和歌に専属秘書をさせようとするぐらいには必要だと思われているはずだ。

　だが、それならなぜ―――。

　和歌には一つだけ不満があった。それは、和歌に対する社長の態度である。花山は、なぜか和歌にだけ―――。

「おはよう」

　その時、愛想のかけらも感じられない抑揚のない声で挨拶をしながら、花山が社長室へと入ってきた。

　和歌はすぐさま脇に寄り、花山に頭を下げる。花山は自分のデスクへと歩み寄ったあと、鞄を置いて和歌に話しかけてきた。だが、視線が和歌に向くことはない。

　いつもの通りとはいえ、和歌はこっそりと心の内で悪態をつく。　

「松原、昨日頼んでおいた資料は取り寄せてあるか？」

「はい、出来上がっております。こちらのファイルにまとめておきました」

　昨日必死になってまとめ上げた資料が入ったファイルを花山に手渡すと、彼はパラパラと中身を確認して小さく頷く。

「完璧だ」

「恐れ入ります。では、今日のスケジュールを申し上げます」

「ああ、それは車内で聞く。行くぞ」

「はい」

　いつも通りの花山である。秘書職についた日から、和歌に対してはこうしてビジネスライクな態度で接してくる。初顔合わせ時に見せた笑顔は嘘だったのか。そう問いたくなるほどだ。

　クールと言えば聞こえはいいが、どこか冷たさを感じてしまう。だが、そのことに不満はない。仕事上、これが普通だと思うからだ。

　ただ……納得できないというか、わだかまりが残る。喉元に骨がひっかかっているような苛立ちに似た違和感を、和歌はこの二年の間ずっと抱えているのだ。

　花山の後を追いかけるようにデスクへ行って鞄を掴むと、彼の大きな背中を視線に捕らえながら足を進める。

　社長室から出ると、会議室やリフレッシュルームを横目に見ながらロビーを目指す。

　花山は道すがら、すれ違う社員たちと和やかに挨拶を交わす。

　よくあるオフィスのワンシーンだ。しかし、問題はここからである。

　女性社員が花山を見て、一気に華やぐ。そんな様子を見て、花山はニコニコと愛想よく彼女たちに声をかけた。

「おはよう～！　子猫ちゃんたち。あとのことは、よろしく！」

「はーい！」

　鼻にかかった甘えた声で返事をする彼女たちの頬が、真っ赤に染まる。

　それもそのはず。俳優のようなルックスの男前が、柔らかい笑みを浮かべながら声をかけてくれば誰しものぼせ上がってしまうというものだ。

　彼女たちの目はらんらんと輝き、花山に羨望の眼差しを注いでいる。

　花山はそんな彼女たちに手を振ったあと、今度は受付業務の我が事務所のアイドルに近寄っていく。

「あれ？　ネイル変えた？」

「え？　わかりますぅ？　気づいてくださるなんて嬉しいですぅ」

　甘ったるい声に媚を含み、甲高い声を出す。

　これは花山限定だということは社内の誰しもが知っている。普段の彼女は会社の顔ともいうべき受付業務も卒なくこなす、品のある女性だからだ。

　和歌は、彼女の手に視線を送る。そこにはかわいらしくジェルネイルが施してある。

　そんな細かなところにまで気がつくなんて、ある意味さすがだ。

「わかるよ。どんな小さなことでもチェックしているからね」

「嬉しいですぅ。うふふ、さすがは社長ですね」

「うんうん、かわいいね。君にピッタリのネイルだ。それに、口紅も変えた？」

「えー？　それもわかっちゃったんですかぁ？　すごい～！」

　つけまつげを付けた目を何度か瞬きさせ、花山を上目遣いで見つめる。

　さすがは受付嬢。我が事務所のアイドルである。抜け目はない。

　感心していると、花山は彼女に手を振りつつ自動ドアの前に立つと、再び受付嬢を振り返った。

「もちろん。かわいい女の子は大好きだからね。じゃあ、お仕事がんばってね」

「はぁーい！　社長も頑張ってくださいね。いってらっしゃい」

　甘ったるい声に見送られながら、和歌は花山の後を着いていく。だが、絶対に振り向くことはできない。

　彼女からの嫉妬の視線が背中に突き刺さるように感じているからだ。

（私なんかに嫉妬する必要なんて、どこにもないのになぁ）

　こっそりとそんなことを考えながら花山の後を追ってオフィス横にある駐車場へと向かうと、彼は無言で和歌に手を差し出してきた。

　しかし、それに応えない和歌に焦れたようで、花山は少し不機嫌そうに言う。

「鍵、寄こせ」

「あのですね、社長。何度も言わせていただいておりますが、運転は私が」

「いい。早く、鍵を寄こせ」

「……」

　早くしろとばかりに差し出した手を更に突き出される。何度言っても、和歌に車の運転をさせてはくれない。

　確かに車の運転は苦手なので、助かるには助かるのだが……。秘書としての仕事を全うしたいだけなのに。




　渋々鍵を花山に渡すと、すぐさまロックを解除して運転席に乗り込んでしまった。

　小さくため息をついたあと、和歌も助手席に乗り込む。

　すると、横から視線を感じて、慌ててシートベルトを付けた。無言の圧力、本当に止めてほしい。

　和歌がシートベルトを付けたのを確認したあと、花山はエンジンをかけて車を発進させる。

　彼が運転をしている合間に、和歌は横で今日のスケジュールを読み上げていく。

　時折質問などで話を中断させられるものの、いつも通りのやり取りだ。

（そう。いつも通りのやり取りなんだよねぇ。どうして、私にはこんなに冷たいのかなぁ、この社長）

　そう。和歌が唯一不満に思っているのは、花山のこの態度である。

　和歌が花山の秘書になり、かれこれ二年が経つ。それなのに、どうして後から入ってきた女子社員の方が、社長との距離が近いのだろう。

　別に嫌われてはいないはずだ。未だに和歌は花山の秘書として雇われているし、ダメ秘書の烙印も押されてはいないのが証拠だ。

　では、どうして花山は和歌に対してだけ、こんなにも他人行儀かつ冷たい態度を取り続けるのか。

　先ほどの女子社員たちへの対応を見てもわかるが、花山はチャラい。ものすごくチャラい。

　女性と見れば見境なしで、何股しているのだろうと思うほどに女性に対してフランクすぎるのである。

　そんな女にだらしなさそうな花山だが、一度として修羅場を見たことがないし、女性問題が勃発したという恐ろしい事態になったとも耳にしていない。

　あれほど女性と見れば手当たり次第に甘い言葉ばかりをかけていれば、いずれ血を見る争いになることは必至だ。

　それなのに、和歌がこの会社に勤務するようになってから一度もそういった事態に陥っていないのである。

　うまく立ち回っているのだろうけど、なかなかにすごい。天性のタラシなのだろう。

　しかし、天性のタラシなら、和歌に対してもそのスキルを発揮してもらいたいものだ。

　和歌だって生物学上ではれっきとした女性である。

　他の女の子たちのように甘い言葉をかけてくれなくてもいい。ただ、もう少しだけ態度を柔和にしてくれてもバチは当たらないと思うのだ。

　仕事はキチンと円滑にできているし、花山とは意思疎通もできている。

　それ以上何を望むのか、と言われると苦しいものがあるが、それにしたって他の女性に対する態度とあまりに違いすぎると思う。これは差別と言っても過言ではないように思うのだ。

　そんなことを頭の片隅で思いながらタブレットを鞄にしまうと、車内はシンと静まりかえる。

　エンジン音と、時折ウィンカーの音ぐらいしかない狭い車内で二人きり。この息の詰まる空間は二年経っても慣れない。

　ほんの少しだけでいいので、和歌にも他の女性たちと同じように花山が接してくれれば、二人きりのこの空間をこんなにも居心地悪く感じることもないだろう。

　ハンドルを握っている花山に気づかれないように小さく息を吐いていると、目的地であるシティホテルに到着した。

　このシティホテルのリニューアルに伴い、正面玄関のスペースデザインについて相談をされており、大まかな外観、外装などの資料を持ってやってきたのである。

　もともとラグジュアリーな雰囲気のホテルではあるが、なにせ老朽化が進んでいる。

　近隣にいくつものホテルが立ち並ぶ激戦区だ。これと言って集客につながる強みもない現状のままでは生き残れないだろう。他のホテルとは違った魅力を発信していかなければ、あとは下降の一途を辿るのみである。生き残れない。

　そこで、花山に声がかかったのだ。このホテルの命運は、花山尊にかかっていると言ってもいいだろう。

　ドアマンに深々と頭を下げられ会釈していると、総支配人が花山の姿を見て飛んでやってきた。

「花山さん、おはようございます。今日はよろしくお願いいたします」

　こちらにどうぞ、と従業員通路へと案内をされて応接間に通される。

　挨拶もそこそこに、すぐさま商談の話へと入っていく。その間、ホテルの女性社員がコーヒーを持ってやってきたのだが、彼女の目は花山に釘付けだ。

　気持ちはわかる。だが、そんなに花山を見つめて突っ立っていたら、彼女の上司である総支配人に怒られはしないだろうか。

　他人事ながら気を揉んでいると、案の定総支配人から鋭い声が飛んできた。

　慌ててこの場を離れようとする彼女に向け、花山はいつもの調子で軽口を叩く。

「こんなにキレイな女性に見つめられるなんて、光栄ですね。でも、ごめんね。私は世の女性、皆のモノだから」

　あまりに自意識過剰な言葉だが、花山の顔で言われると冗談で受け流しづらい説得力があるから腹立たしい。さっきまで熱に浮かされたようにうっとりとしていた彼女も、今の言葉で目が覚めたのか、しらじらとした目を花山に向けている。

「ああ、この男性。素敵だけど軽いわね」とでも思っているのだろう。

　そう……こういうところがなければ、とても素敵な男性なのだ。

　この容姿で、尚且つ世間的にも仕事が認められているのだから、大人の男の色気を振りまきつつクールな態度を取れば、もっともっと素敵になるはずだ。はっきりいって勿体ないと思ってしまうのは、和歌だけではないはずだ。

　そこでふと「あれ？」と首を捻る。そんな理想的な男性を、和歌は知っていた。

　無駄口を叩かず仕事熱心。自身に満ち溢れ、颯爽と歩く大人の男。それは和歌がいつも見ている花山、そのものだ。

　和歌以外の女性に対する、軽すぎるほどの愛想の良さが強烈過ぎて気がつかなかったが、和歌に接するときのクールな社長は、かなり理想的なモテ男の典型ではないだろうか。

　そのことに気がついた和歌は、なんだか胸がドキドキと忙しなくなってしまう。

　しかし、それは一時のときめき。すぐに、和歌は冷静さを取り戻した。

　一瞬だけ、自分が特別なのかと考えてしまったことに嫌悪感を覚える。どう考えれば、そんなふうに考えられるのか。自分の愚かさを鼻で笑いたくなった。

　和歌にだけ特別にクールな表情を浮かべているのではない。和歌にだけ、何の感情も向けられていない。ただ、それだけだろう。

　考えただけで悲しくなってしまう。色恋を望んでいるわけでは決してないが、こうも和歌に対して無感情でいる上司に悪態をつきたくなる。

　先ほどのホテル従業員の女性が退室すると、応接間の空気がすぐ様、ビジネスに相応しいピリリとしたそれに変わった。

　いらないことを考えている場合ではない。和歌は、ただ目の前の仕事をこなすだけだ。

　自分が会社に必要な人間になること。それだけを考えてここまでやってきた。

　一瞬の迷いや気の緩みが、いつ転落へ繋がるかわからない。

　和歌は気を引き締め、花山が繰り広げていく今回の仕事においてのビジョンを聞く。

「さて、先ほど拝見しましたロビーですが……まずは、こちらのデザインをご覧ください」

「おお……。とても品がよい感じですね」

「ありがとうございます。全体の色調を少しダウンさせ、よりアンティークな雰囲気……アールデコ調はいかがかと。アールヌーボーに寄せることも可能ですが、この立地条件を考えればモダンで機能的、直線や幾何学模様でクールかつ都会的な印象を与えるデザインがよろしいかと。近隣の新設されたホテルはロココ調が多く、どちらかというと柔らかい雰囲気を売りにしているところが目立ちます。白色と金色を主体としつつ曲線モチーフを使いリゾート気分を味わうような……」

　花山は前のめりになりつつ、膝の辺りで手を組んだ。カリスマ的なオーラを放つ花山から視線を外すことができなくなる。それは総支配人も同じようで、彼は真剣な面持ちのまま花山を見つめ続けていた。

　花山は自分に視線が注がれているとわかった上で、仕事のアピールをし続けていく。

「だからこそ、こちらはモダンテイストで重厚な……そうですね、格式ある雰囲気にして、ラグジュアリー路線をいくのがベストではないかと考えております」

　用意していた資料を総支配人に手渡すと、彼は熱心に目を通した。感触がよさそうな総支配人の様子を見て、和歌は隠れて安堵の息を吐く。

　どうやら、昨日必死に作成した資料が役に立っているようだ。

　心の中で小さくガッツポーズをしていると、総支配人は感嘆のため息を零す。

「さすがは花山さんですね。貴方にお願いして正解でした」

「恐れ入ります」

「まだまだ煮詰めないといけない箇所もありますし、オーナーに目を通してもらう必要はありますが……恐らく花山さんが提示してくださった案でいくことになるかと。オーナーは全面的に花山さんの仕事を評価していますから」

　先ほどまでピリピリしていた空気が柔らかくなる。手応えはあったようだ。

　今日は依頼された案の提出のみに留め、ここから先はもう少し時間をかけて双方が意見を出し合うことで合意する。

　早々に応接間から出た和歌たちは、ホテルの正面玄関までやってきた。

　もう一度総支配人に今日のお礼を言うと、彼はにこやかな表情を浮かべながら、花山に手を差し出してくる。

「期待しておりますので、よろしくお願いいたします」

「ご期待に添えるよう、全力を尽くします。オーナーにもよろしくお伝えください」

　花山も手を伸ばし、総支配人と堅く握手をする。

「今日お話させていただいたのは大まかな案です。ライトや家具に至るまで、すべてを完璧にコーディネートいたします。花山スペースデザイン全社員で頑張らせていただきますので、よろしくお願いいたします」

　総支配人に会釈をし、花山は和歌に視線を向けてくる。行くぞ、という合図だ。

　和歌は小さく頷いたあと、総支配人に丁寧に頭を下げると花山の後ろをついていく。

　悔しいけれど、仕事をしている花山はやはり魅力的だ。彼を支える立場として、和歌は晴れがましい心地で花山に続き、外に通じる正面扉を出ようとした。その時――。

「雨の中、お疲れさまです」

　花山の甘い声が聞こえた。彼の視線の先を見ると、そこには女性ドアマンがいた。

「足元ぬかるんでいますから、気をつけて」

「あ、ありがとうございますっ！」

　花山の細めた双眼に見つめられ、女性ドアマンはすっかり舞い上がったように顔を赤らめている。

　確かに昨夜から続く雨で、足元が悪くなっていた。ここはホテルの玄関口で直接雨は吹き付けないが、それでもタイルは雨粒に濡れて滑りやすくなっている。

　こういう気遣いがスルリと自然にできるからこそ、花山は女性たちにモテているのだろう。

　チラリと花山を見ると、いつも通りチャラい表情でドアマンの女性にヒラヒラと手を振っている。女性は、羨望の眼差しでそれを見送っていた。

　花山と接すると、誰しもがこういう表情になってしまう。

　それも仕方がないだろう。スマートにそういう気遣いができる男性は、やっぱり女性からしたら素敵だと思えるからだ。

　しかし、残念ながら和歌は一度たりとも花山にこんな優しい言葉をかけられたことはない。和歌は小さくため息を零した。その時ふいに、「松原」と名前を呼ばれた。

「え、はい」

　慌てて返事をするが、花山は何も言わない。和歌は前を歩く花山の背を見上げたまま、首を傾げた。

「社長？」

　怪訝に思い一歩踏み出したところで、花山に腕を掴まれた。

「しゃ、社長？」

　ぐいと腕を引かれ、彼の左側に並ぶ形になる。普段、花山の背を見る形で後ろからついて歩いているので、この並びは落ち着かない。

「あの……」

　困惑して後ろに下がろうとするも花山に背を押され、和歌は仕方なしに彼の左隣を歩いて駐車場へ向うことになってしまった。

　花山がいきなりどうしてこんな行動を取ったのかがわからず首を傾げていた和歌だったが、少ししてようやくその意図が見えてくる。

　シティホテルのロータリーともなると、何台ものタクシーがひっきりなしに走り抜けていく。そのうちの一台が、水たまりに入りバシャッと泥水を跳ねた。花山に誘導されホテル側を歩いていたお陰で、泥水をかけられずに済んだ。

　花山はそれに気がついて、和歌を自分の左、ホテル側に追いやったのだろう。

　他の女性に対するような優しい言葉はなかったけれど、これだって充分な優しさだ。普段は極端なまでにビジネスライクな態度で接してくるくせに、こうしてふとしたときにその優しさを和歌にも向けてくれる。

　それだけで一応自分も女性扱いをしてもらえるのだと、嬉しくなってしまう。

「ほら、乗れ」

「……はい」

　しかし、やっぱり口を開けばいつもの花山だ。もう少しだけ和歌にも他の女性に対するような態度を示してもらいたかったと願ったところで、花山は和歌を他の女性のようには扱ってくれない。

　そして、和歌が運転をすると主張しても、どうせいつものように断られるだけだろう。

　諦めに似たため息を零しながら、和歌は助手席に乗り込んだ。










２











「行くぞ、松原」

「……はい」

　和歌たちが乗ってきたタクシーは、都内にあるハイクラスホテルのロータリーに横付けされた。

　今日は花山の実家が経営している花山ホームの創立四十周年パーティーが行われるため、このホテルにやってきたのである。

　花山はドレッシーなシャツにネクタイ、そしてフルオーダーのスリーピーススーツ姿だ。

　相も変わらず隙がなく、大人の色気を醸し出している。今夜もまた女性たちの視線を一身に浴びることだろう。

　一方の和歌は、いつもどおりグレーのスーツだ。ただ、いつもと少しだけ違う箇所を上げるとすれば、ビジネスライクの中にも場にふさわしい華やかさを取り入れるべく、光沢のあるスーツを選んだ。ブラウスも普段よりはドレッシーにしている。

　そして、差し色としてのハイヒールはワインレッドで決めてみた。

　とはいえ、この華やかなパーティーでは壁際の花に徹する――花にはなりきれていないが―つもりでいる。なんといっても和歌は花山の秘書という立場でこのパーティーにやってきているのだ。華美である必要はないと割り切ってきた。

　これもビジネスの場だ。常に花山の側を離れず、談笑という名のビジネスに挑まなければならない。豪華な食事もお預けだろう。

　受付を済ませて会場の中に足を踏み入れれば、そこは社交の場として華やいだ雰囲気だ。

　女性たちは煌びやかに着飾っており、どの女性も自信に満ちあふれている。

　ここにいる女性たちは、誰しもが名家と呼ばれる出のお嬢様たちばかりなのだろう。

　彼女たちからはビジネスの場にやってきたというより、よりよい結婚相手を見いだしにきたといった雰囲気がヒシヒシと伝わってくる。

　そんな会場の雰囲気に呑まれながら自分の服装を見て、思わず気後れしてしまう。あまりの簡素な装いにため息が零れ落ちてしまいそうだ。

　とはいえ、和歌は彼女たちとは違い、確実にビジネスとしてこの場にいる。だからこそ、地味なスーツ姿でいいのだと和歌は自分に言い聞かせた。

　会場を闊歩するたびに、色々な人からの視線が突き刺さるように感じる。それは少し前を歩く花山のせいだと、和歌は毒気ついた。

　女性陣たちは花山にウットリとした羨望の眼差しを向け、そのあとに近くにいる和歌に視線を向ける。その一連の流れが和歌にはわかり、身を隠してしまいたくなった。

　その視線の数々からは、「あの女はなんなのだ」という悪意めいた視線を感じてしまう。鋭く痛みを伴う視線に怯みたくなるが、怯んでいる場合ではない。

　この場に和歌を連れてきたのは、ビジネスを全うしたいという花山の考えがあったからだろう。

　そして、理由はもう一つあると睨んでいる。

　花山なら、こういう華やかな場に連れ添う女性はたくさんいるはずだ。それなのに、どうして和歌を選んだのか。その理由は本人からは聞いていないが、簡単に想像ができる。

　ようするに、花山の身の回りにいる女性が多すぎて選べなかったのだろう。

　どの女性にもいい顔をするためには、誰か一人を贔屓することはできない。

　それに、今日のパーティーはご実家が主催しているものである。そんな場所に一人の女性を連れて行けば、婚約者だと思われてしまう。

　まだまだ一人に絞り切れていない花山のことだ。ご両親に女性を紹介する訳にはいかないはずである。

　だからこそ、和歌に今回のパートナー役が回ってきたのだと思う。

　和歌なら、部下だと紹介すれば事なきを済むからだ。改めて納得である。和歌はフムフムと何度も頷いた。

　花山に熱い視線を送っている女性たちは、和歌の振る舞いを見て彼の秘書だとわかったのだろう。安堵したように、和歌に向ける視線を和らげていく。

　ホッとして胸を撫で下ろしながら、花山から一歩下がって彼の後に続く。

　それにしても、さすがは御曹司だ。出席者たちは競うように次から次に花山に声をかけてくる。

　花山はいつものように愛想良く挨拶をし、仕事をぶち込めそうならぶち込み、縁を繋いだ方がいいと判断した人には積極的に話をしにいく。いつも通りの花山だ。

　和歌は花山が名刺交換をし終えると、その名刺を受け取りバッグの中にしまうという作業をこなしていく。

　秘書に徹する和歌には、誰も見向きもしなくなった。胸を撫で下ろしていると、花山が和歌の耳元で小さく囁く。

「あらかた挨拶は済んだ。ここはもういい。松原は少し休んでいろ」

「でも……」

　和歌は仕事の一貫だと思って、このパーティーに臨んでいる。それなら、最後まで花山のお供をするべきだ。

　渋る和歌に、花山はクールな表情を浮かべて首を横に振る。

　これ以上は言わせるな、そういうことなのだろう。

　チラリと辺りに視線を向けると、今か今かと花山が一人になるのを待ち焦がれているお嬢様方が見えた。

　なるほど。花山が和歌と距離を取ろうとする意味が見えた。

　ビジネスの挨拶があらかた終わった今、今度は今夜の相手でも探すつもりなのだろう。

　女とみたら声をかけずにはいられない花山の考えそうなことだ。

　チラリと彼の横顔を盗み見る。他の女性には朗らかな表情を浮かべるのに、やっぱり和歌にはビジネスライクな顔しか見せてくれないようだ。

　いつものことなのに、今日はなんだかそれが悲しくて辛い。胸がキリリと痛んだ気がするが、和歌は慌ててかぶりを振る。

「畏まりました。では、あちらで何かいただいてきます」

「ああ」

　小さく会釈をしたのち、和歌は美味しい料理がズラリと並んでいるビュッフェに近づいた。

　お皿を手に、あれこれと料理を乗せていく。

　考えてみたら、昼食以降何も口にしていなかった。それに気がついたら、無性にお腹がすいてくる。

　たっぷりとお皿に料理を載せ、和歌は会場の隅に用意された椅子に腰掛けた。

　ゆっくりと会場内を見回す余裕が生まれた和歌だったが、ますます自分がこの場にふさわしくないと認識するだけになってしまった。

　秘書として自分の上司についている人たちも見受けられる。だが、和歌より艶やかな装いをしている。

　この場はビジネスの場でもあり、尚且つパーティーの場だということを彼女らは心得ているように感じた。

　一方の和歌はというと、立ち位置は秘書でビジネスだと念頭に置いた格好をしている。間違いではないだろうが、やはり華やかさにはかけた。

　さらには今日の和歌のパートナーは、あの花山である。見目麗しく素敵な男性の隣に立つにはあまりに貧相だっただろう。

　改めてそれを痛感し、和歌は小さくため息を零す。やはり、和歌が来るべきではなかった。

　今までも場違いな空気を感じる度に思っていたが、やはり和歌は秘書には向いていないのだと思う。

　数字とにらめっこ、書類とにらめっこして社内で電話当番をしている方が性に合っているはずだ。

　再就職したときから「秘書には向いていない」と訴え続けてきたが、なかなか会社の上層部は聞き入れてくれなかった。

　しかし、自分は秘書には向いていないことを今日再び痛感してしまったからには、副社長にお願いして早急に人材を探してもらうべきだ。

　休み明けに相談しよう、と心に決めて、料理を口に運ぶ。

　あれだけお腹もすいていたのだし、目の前にある料理はどれも美味しそうだ。しかし、なんだか味気ない。思わず肩を落としてしまう。

　視線を足元に落としていると、頭上から声がした。

「おや、君は尊の秘書の女性じゃなかったかな？」

「え？」

　慌てて顔を上げると、花山の父親である花山ホーム社長が朗らかに笑っていた。

　経済誌などで写真を見て顔は知っていたが、こうして面と向かって話すのは初めてである。

　和歌が勢いよく立ち上がると、彼は楽しげに笑う。

「初めてお目にかかります。尊社長の秘書をしております、松原と申します」

　深くお辞儀をすると、花山の父は目尻にたっぷり皺を寄せる。そんな仕草は花山とよく似ていた。さすがは親子だ。

「こちらこそ初めまして、尊の父です。うちの息子は、松原さんを困らせていないかな？　我が儘で子供っぽいところがあるので、申し訳ないね」

「と、とんでもないです」

　和歌や仕事に対してだけはクールですが、他の女性たちへの態度は困ったものなんですとは言えず、和歌は取り繕うように首を横に振る。

　すると、和服がとても似合う夫人がコロコロとかわいらしく笑い出した。

　その女性が笑う口元は、どこか花山に似ている。もしかして、この女性は……。

　ハッとして目を見開くと、その女性は上品な笑みを浮かべた。

「初めまして、松原さん。尊の母の幸恵ゆきえです」

「社長の……お母様でいらっしゃいますか。こちらこそ初めてお目にかかります、松原和歌と申します」

　背筋を伸ばしたあと、深々と頭を下げる。ドキドキしながらゆっくりと顔を上げたあと、思わず二人を交互に見てしまう。花山にそっくりだ。

　こうして見ると、花山は両親のいいとこ取りをしたように思える。

　感心している和歌を見て、花山の母親である幸恵は優雅にほほ笑んで見せた。

「尊を懸命に、そして献身的に支えてくださっているんですってね。竹山たけやまさんに聞いているわ。貴女がしっかりと尊の手綱を握ってくださっているそうね」

「とんでもないですっ！」

　竹山とは副社長のことで間違いないはずだ。彼から何を聞いたのか。その内容がとても怖い。

　和歌からすれば、花山の手綱を握った覚えなどない。むしろ、上司としてはとても扱いやすい人物だと思っている。

　かぶりを振った和歌を見て、幸恵はますます嬉しそうな表情を浮かべた。

「本当にありがとう、和歌さん」

「え？」

　和歌の手を突然掴み、キュッと力強く握りしめてきた。それも、なぜかいきなり名前を呼ばれた。何が何だかわからない。

　和歌の名前を呼ぶ幸恵の声は、どこか親しみが込められているように感じる。その上、和歌を恩人だと思っていそうなほど歓喜を滲ませているように聞こえるのは、和歌の気のせいではないはずだ。

　驚いて目を見開く和歌を、幸恵は涙目で見つめている。

　何が起きたのか、さっぱり把握できていない和歌は、ただただ戸惑うことしかできない。

　視線を泳がせつつ「どうかされましたか？」と問おうとしたのだが、和歌の声は幸恵の歓喜余る声にかき消されてしまう。

「ほら、私。常に海外にいるでしょ？　昔から尊には寂しい思いをさせてきたの。とは言っても、尊だってもういい大人ですから。今じゃ私が構うよりも、いい伴侶を見つけてあげることが優先だったのに、私は何も手助けできなかったのよ」

「は、はぁ……」

　なんだか雲行きが怪しくなってきた。嫌な予感を抱きながらも、和歌は幸恵の話の腰を折ることもできず耳を傾ける。

　幸恵は和歌の手を再び握りしめ、涙目ながらに感謝の言葉を口にした。

「本当にありがとう、和歌さん。尊のこと、よろしくお願いいたしますね！」

「えっと……？」

　花山の秘書として、これからも支えてほしいという懇願には残念ながら聞こえなかった。

　そんなことより、幸恵は先ほど、恐ろしいワードを口にしてはいなかっただろうか。

　伴侶、というワードが飛び出してきたように思う。と言うことは、幸恵はなにか大きな勘違いをしていないだろうか。

　結納はいつにしようか、という話題に入ったとき、和歌の杞憂が本物になってしまったと背筋に冷や汗が流れた。

「ま、待ってください！　花山夫人」

「いやですわ、和歌さん。そんな他人行儀な呼び方。幸恵さんとでも呼んでくれるかしら？　ちょっと気が早いですけど、お義母さまでもよろしくてよ？」

　喜び勇みすぎている幸恵に、和歌は青ざめた。どこでどうなったら、そんな誤解が生まれるのだろう。

　もしかして、今日この場に和歌が来てしまったことが原因の一つなのだろうか。　

　花山に連れられてパーティーなどに付き添うことも多くなってきたが、大抵のものは花山一人で参加しており、和歌は留守番することが多い。

　だが、今回は実家主催のパーティーでお見合い状態になるとわかっていた花山は、体よく断るために秘書である和歌を伴って参加したのだろう。

　そんな花山の意図を和歌は読めていた。だが、彼の両親は読めていなかったということだ。

　花山としては、両親からの「結婚しろ！」という言葉からも逃げたいと思っているはずだ。となれば、この状況は花山にとっては好都合なのだと思う。

　ダミーとして和歌を婚約者としておけば、花山は結婚をしないことを誰からも責められなくなる。万々歳のはずだ。

　しかし、和歌にしてみたら、とばっちりもいいところである。

　花山は、ダミーを仕立て上げる作戦が成功して浮き足立っているだろうが、和歌にしてみたら何のメリットもない話だ。

　万が一、ここで否定しなかった場合。花山夫妻から、過度の期待を向けられてしまうはずである。

　後で花山に文句を言われるかもしれないが、そこまで彼の面倒を見るつもりはない。

　自分の人生は自分でなんとかしろ。和歌は、ため息をつきたいのをグッと我慢して無理矢理笑みを浮かべた。

「申し訳ありません。花山様。私と上司である尊社長は、そのような関係ではございません」

「え!?」

　申し訳ありません、ともう一度頭を下げる和歌を見て、花山夫妻は揃って肩を落とした。

　あまりの落胆ぶりに、こちらは悪くないのに申し訳ないような気分になってしまう。

　だが、ここでしっかりと釘を刺しておかなければ、後々面倒なことになる。

　花山は和歌を体の良い秘書ぐらいにしか思っていないだろうが、彼の両親は〝息子のことを任せることができる女性〟という認識でいるのかもしれない。

　だからこそ、和歌と花山が付き合っていると思って喜んでいたのだろう。

　和歌は申し訳なく思いながらも、言葉を濁した。

「社内恋愛は……色々と大変ですから。私は仕事仲間とは恋愛しない主義なんです」

　そもそも恋愛とは縁を切っている。社内恋愛うんぬんどころの話ではないのだが、やんわりとした言葉でお断りした方が角が立ちにくい。それに、社内恋愛はしないつもりだと言っておけば、無理矢理花山とくっつけようなどと思わないはずだ。

　とにかく「お断りです」ということを全面に出しておけば、これ以上追求されず「残念ねぇ」ぐらいで済ますことができるだろう。

　ホッと胸を撫で下ろしている和歌に、幸恵は興味津々といった雰囲気で前のめりに聞いてくる。

「和歌さんは、誰かお付き合いされている方はいるの？」

「残念ながら……花山スペースデザインに中途採用していただいてからは仕事一筋ですので」

　前の会社で付き合っている人がいたが、彼に三股をかけられて以来、どうしても恋愛に臆病だ。臆病というより、しようとも思わなければ、したいとも思わなくなってしまった。

　彼の三股とは関係ないが、前に勤めていた会社ではリストラに遭ってしまっている。

　会社の戦力として認められていなかったという現実に、あのときは打ちのめされてしまった。

　だからこそ、今度はなんとしてもリストラ被害には遭いたくない。その一心で仕事一筋だったので恋愛事に疎くなるのは仕方がないことだ。

　二重苦を味わったあの頃には、もう戻りたくない。恋愛、そして仕事のトラウマはしっかりと和歌の中に息づいてしまっている。

　これを解消するのは、なかなか骨が折れる。そのため、放置に近かったと言っても過言ではないだろう。

　とにかく恋愛からは距離を置いていると伝えておけば、無難な返答がくるはずだ。そう思っていたのだが、事はそんなにうまくは運ばないようだ。

　幸恵の言葉を聞いて、和歌は仰け反ってしまった。

「じゃあ、社内の人間じゃなければいいのよね。うちの息子が駄目だってことはわかったから、これ以上は勧めないけど、和歌さんに紹介したい男性はたくさんいるのよ！」

「え……」

　戸惑う和歌には気がつかず、花山夫妻はどんどん話を盛り上げていく。

「ああ、田所たどころさんの長男、涼介りょうすけくんなんてどうだろう？」

「ええ、ええ。田所さん、なかなか息子が良縁に恵まれないって悩んでいらしたから。和歌さんなら、自信を持って紹介できるわ」

　二人を止める間もなく、どんどんと話は進んでしまう。

　すでに結婚を視野にいれた見合いを考えているようで、刻一刻と話は具体化していきそうだ。

　なんとか話の腰を折ろうとするのだが、花山夫妻は大いに盛り上がっていて口を挟むのは難しそうである。

　それでもなんとか止めようと必死な和歌の脳裏に、副社長の言葉が蘇ってきた。

「尊くんの両親ね。大企業のトップとは思えないほど、気さくな人たちでね。いい人には違いないんだけど、縁談をまとめるのが好きでねぇ……」

　遠い目をして愚痴っていたことを思いだし、和歌は肩を落とした。

　ようするに、副社長が言っていたことが、目の前で繰り広げられているのだろう。

　それでもここで流されてしまったら、お見合いの席が設けられてしまうはずだ。

　もう恋愛はこりごりである。恋愛をする予定もなければ、結婚をするつもりもない。

　一生、花山スペースデザインで働かせてもらおうと考えている和歌にしてみたら、縁談話などいらぬお世話である。

　必死の思いで花山夫妻の会話に口を出そうとしたのだが、相手の方が一枚も二枚も上手だった。

　どうやら、先ほど夫妻が話していた〝田所さんちの涼介くん〟はこのパーティーに出席しているらしく、ちょうど運悪く近くにいた彼を手招きして呼び出してしまったのだ。

　あっという間の出来事で、和歌は逃げることができなかった。

　唖然としている和歌に対し、花山夫妻が呼びだした男性は人の良さそうな笑みを浮かべて和歌を見つめている。その視線に、和歌は居心地の悪い何かを感じた。

　そんな和歌の心境など露ほども知らぬ花山夫妻は、すっかり仲人のような雰囲気で彼を紹介し始める。

「こちら、田所涼介くん。尊と同級生でね、尊の幼なじみなの」

　幸恵がにこやかに紹介した男性を再び見つめる。長身の身体はしなやかで、ダークグレーのスリーピーススーツを素敵に着こなしていた。品がある上に、オーラさえも感じられる。

　花山に負けず劣らず女性にモテている様子が窺える。しかし、花山とは真逆の紳士な態度からは、誠実さが感じられた。

　切れ長な涼しい目元にスッと通った鼻梁。薄い唇がセクシーだ。

　花山で美形には慣れているはずだったが、田所はまた花山にはない魅力に溢れている。

　花山と田所。二人が並ぶ姿は、きっと圧巻だろうと想像してドキドキしてしまった。

　恋は諦めていても、素敵な男性を見ればときめく。それは自然の摂理というものだろう。

　ハッと我に返った和歌は、慌てて彼に頭を下げる。

「松原和歌と申します」

　緊張気味な和歌を見てほほ笑ましいと思ったのか、幸恵はクスクスと小さく笑いを零しながら田所に話しかける。

「かわいらしい方でしょ？　尊の秘書をしてくださっている女性なの。しっかり者で尊を支えてくださっているの。尊と一緒になってくれたら良かったのですけど、仕事とプライベートは分けたいと思っているんですって。だから、残念ながら我が家に嫁いでもらうのは諦めて、涼介くんに声をかけたってわけよ」

「なるほど。では、私はラッキーだったという訳ですね」

　どういう意味だろうか。小首を傾げていると、田所はこちらがドキッとするほど魅惑的な笑みを浮かべた。

「本来なら尊に松原さんを奪われてしまうはずだったのに、私にお鉢が回ってきた。幸運の女神は私にほほ笑んだようです」

「は、はぁ……」

　女性にモテる男性というのは、口が上手だ。花山にしても、この田所にしても。

　こそばゆくなるほどのセリフの数々なのに、なぜか違和感を覚えない。そういうところも美男子故なのだろうか。

　納得はしたが、お世辞だと思っている和歌にしてみたら苦笑いが浮かんでしまう。

　そんな様子の和歌を、煮え切らない態度だと思ったのか。田所は、悲しそうに眉を下げた。

「信じていらっしゃいませんね？　松原さん」

「えっと……」

　はい、信じられません。そう答えられたら良かったのだが、花山夫妻が和歌たちの行方をワクワクして見守っている以上、余計なことは口に出せない。

　無碍にお断りできない和歌に、田所は小さく肩をすくめる。そして、内ポケットから名刺ケースを取り出した。

「松原さん、改めまして田所です。よろしくお願いいたします」

　田所は、和歌に名刺を差し出してくる。それを見て、和歌の頭は一気にビジネスモードへと切り替わった。

　慌てて自らも名刺を田所に差し出しつつ、頭を下げる。

「花山スペースデザイン、事務員の松原です。よろしくお願いいたします」

　和歌が尻込みしていると悟ってくれた田所は、ビジネスモードに変換してくれたのだろう。

　安心しつつ名刺を手渡す和歌に、田所は首を傾げた。

「事務員……？　おばさんからの紹介では、尊の秘書だと……。それに名刺にも秘書だと書かれていますが？」

　不思議そうに質問してくる田所に、和歌は申し訳なく思いながらも肩書きについて説明する。

「一応、今のところは秘書代理なんです」

「代理ですか？」

「はい。実は私、事務員として採用されたのですが、ちょうど人員が足りなくて渋々代理秘書になったんです。すぐに求人を出すという約束だったのですが、なぜかこの二年秘書のままでして」　

　当初は早く求人を出すから、と宥められていたのだが、一向に求人を出さない上、秘書の仕事をしてくれる人は現れない。

　うまく花山に利用されているように感じて、和歌としては理不尽さを感じていたのだ。

　そんな気持ちを込めて田所に愚痴を言ってしまうと、彼はクツクツと肩を震わせて笑い出した。

「ははは、松原さんは楽しい方ですね」

「え？」

　こちらとしては、何も楽しくはない。自分には秘書としての素質はないと思っている。

　花山ほど忙しい人には、もっと上手に彼のスケジューリングができる人に秘書業務をしていただきたいと常々思っているのに……。

　初対面の人に、こんな愚痴を言うなんてあり得ないことである。しかし、なぜか田所には話しやすい雰囲気を感じて、ポロリと不満を零してしまった。

　気を許している自分にビックリしていると、田所は目尻を下げて柔らかい表情を浮かべる。

「尊の気持ちがわかるなぁ」

「え？」

「こんなにかわいらしい女性が側にいて、しっかりと仕事のサポートをしてくれる。そんな女性を手放したくはなくなるでしょう」

「そう……でしょうか？」

　花山の態度を見ている限り、和歌を体の良い人材だと思っているように思う。

　歴代の秘書たちは、花山の虜になってしまって仕事ができなかった。しかし、和歌はそういったことで仕事を滞らせはしない。

　だからこそ、花山にしてみたら都合のいい人材なのだろう。改めて秘書を募集したとしても、元の木阿弥となる可能性が高い。それなら、自分には見向きもしない和歌を、花山は使いたいと思うはずだ。

　和歌を秘書にしているのは、ただそれだけの理由である。

　女性というカテゴリーではなく、ただの秘書。花山の中では、和歌はそんな立ち位置だろう。

　女性扱いをしてくれるのなら、他の女性たちを褒めるように和歌にも何か言うはずだ。

　それが一度としてないのだから、花山にとって和歌はただの秘書という扱いになっているのだと思う。

　ズキンと胸の奥がなぜか痛んだが、田所に弱音を晒してしまったことを恥じて慌てて口を押さえる。

　田所は和歌の態度を見て一瞬眉を上げたが、すぐに穏やかで紳士的な態度を示してきた。

「一度、ゆっくりお話させていただきたいですね。私はいつでもお待ちしておりますから、連絡いただけますか？」

　田所は自分の意志で結婚に至ってないだけで、女性には困っていないことは一目瞭然だ。和歌を紹介されなくとも、自分で未来の妻を探しているはずである。

　しかし、あまり乗り気ではない和歌の気持ちを慮ってくれたのだろう。この場を収めるために切り出してくれた嘘だ。田所のさりげない気遣いが、和歌にはありがたかった。

　和歌は、小さく笑ったあと頷いて返事をする。

「ありがとうございます」

「ああ、スミマセン。折角お知り合いになれたのに、仕事のようだ」

　田所の秘書だろうか。少し離れたところから男性が田所にアイコンタクトを送ってきている。

　田所はわざとらしく肩をすくめたあと、和歌を困ったような表情で見つめてきた。

「仕事も気を利かせてくれればいいのに……」

　子供のように口を尖らす田所を見て、彼の素顔を少しだけ垣間見たように思う。和歌がフッと笑い声を出すと、田所は嬉しそうに破顔した。

「やっぱり」

「え？」

　目を丸くさせた和歌に対し、田所は目尻を下げてくる。

「貴女は、笑っていた方がかわいらしい」

「っ！」

　言葉をなくして頬を赤くした和歌に、田所は口元に笑みを浮かべた。

「では、連絡お待ちしております」

　失礼、と耳に残る優しいテノールの声で言う。その様は、ジェントルマンと称するものだと感じた。

　すぐ側で和歌と田所のやり取りを見ていた花山夫妻は、とても嬉しそうにしている。

　今までのやり取りを見られていたかと思うと、恥ずかしさが込みあげてきた。

　この場から去りたいと心から願ったのだが、それを幸恵は許してくれない。

「やっぱり！　これは良いご縁なのね！」

「え？」

「涼介くんよ。彼があんなふうに女性と積極的に会おうとするところ、初めて見たわ」

　社交辞令だと思います、と言おうとしたのだが、それを遮るように幸恵は続ける。

「それも私からの紹介なのよ。わかる？　和歌さん！」

「は、はい？」

「何度も涼介くんには女性を紹介していたの。だけど、今回のように連絡を待っているなんて言ったことは一度もないの。一度もよ！」

「は、はぁ……」

　幸恵の興奮ぶりに圧倒されていると、何やら背中に視線が突き刺さっているように感じた。

　恐る恐る振り返ってみると、足音がしそうなほど荒々しく花山がこちらに向かってきている。

　彼の表情はとても冷たく、いきり立っている肩には怒りが込められているように見えた。

　とにかくいつもの花山ではない。そう理解した和歌は、恐ろしさのあまり後ずさる。だが、その距離を花山は強引に詰めてきた。

「あ、あの……？　社長」

「……」

「どうかされましたか？」

　恐る恐る声をかけたのだが、花山は和歌の腕を掴み、睨むように見下ろしてくる。その迫力に、先ほどまで興奮気味でまくし立てていた幸恵も口を閉ざして花山を見つめるしかできないようだ。

　花山の異様な雰囲気に呑まれてしまい、和歌は声も出せない。

　幸恵に助けを求めるために視線を向けたのだが、彼女も自分の息子の様子を見て、呆気に取られている。助けを求めることは不可能だろう。

　しかし、どうしてこんなに花山は不機嫌になっているのだろう。皆目見当がつかない。

　花山は先ほどまで華やかな女性たちに囲まれてはいなかっただろうか。

　いつもの調子でチャラく口説き、女性たちにちやほやされて楽しかったはずだ。

　それなのに、どうしてここまで不機嫌になってしまったのだろう。

　不機嫌だけならまだいい。なぜ、こちらにまで被害が及ばなければならないのか。

　和歌は納得がいかず、だけどどうすることも出来ずにただ花山を見つめ続ける。

　だが、段々と腹が立ってきた。どうして、花山にここまで怒りをぶつけられなくてはいけないのか。

　部下である和歌は、大人しく壁際の花を気取っていたのだ。

　そこにやってきたのは、花山の両親である。その両親と挨拶をしただけなのだから、怒られる理由はないはずだ。

　和歌はこの場に仕事としてやってきている。だからこその対応をしていただけなのに、怒られるなんて理不尽だ。

　上司である花山はキレイなお嬢様たちと楽しんでいたのに、部下である和歌はキチンと仕事をこなしていた。

　その上、花山の両親に縁談を勧められて困っていたのだ。早急に助けてくれてもバチは当たらないはずである。

　自分の両親の相手をしてくれてありがとう、と感謝されることはあったとしても、こんなふうに怒りをぶつけられるのはありえない。

　ムンと唇をきつく結んで「私は決して悪くはない！」と態度で表すと、花山のこめかみに青筋が現れた。ますます機嫌が悪くなっていく花山に、和歌としてはお手上げ状態だ。

　さすがに、この冷えた空気を感じて助け船を出してくれたのは、幸恵だった。

「ちょ、ちょっと、尊。何をそんなに怒っているの？　和歌さんは別に何も」

「母さん」

「は、はい！」

　花山は低い声で静かに幸恵を呼んだ。だが、怒りに満ちた恐ろしい声に母親である幸恵も震え上がった様子である。

　和歌に向けていた視線を、今度は幸恵に向けた。

「彼女は連れて行きます」

「え、ええ……」

「このまま帰りますが、いいですね？」

「も、もちろんよ」

　コクコクと何度も頷く幸恵を見る限り、花山の迫力に負けたようだ。

　主催者の言質は取ったとばかりに、花山は和歌の腕を掴んだまま、会場を後にしようとする。

「しゃ、社長！　本当にパーティーの途中で出てきてしまっても良かったんですか？」

「いい。母さんもいいと言っていただろう」

「それは社長が脅したからじゃないですか！」

　反論した和歌を無視する花山の足は、依然として止まる様子はない。

　花山は自分で起業しているとはいえ、今日のパーティー主催者の息子である。

　各方面に挨拶をしなければならないだろうし、途中退席する訳にはいかないはずだ。

　しかし、和歌に背中を向けたまま、花山はロビーを突き抜けていこうとする。それを和歌は足を踏ん張って阻止しようと必死だ。とはいえ、男性である花山の力に勝てるわけがない。

　引っ張られるように連れて行かれた場所は、ホテルの中庭だった。

　ガーデンパーティーや結婚披露宴が行われることがある庭のようだが、今のところ和歌と花山二人だけだ。

　ようやく花山の足が止まり、和歌は解放されたが、身長差と足の長さのせいか。花山の歩みに着いていくのは至難の業だった。

　ハァハァと息を切らして側にあった木にしがみつき、呼吸を整える。

　その間も花山からの鋭く冷たい視線が突き刺さり、和歌は居心地が悪かった。だが、心当たりがないのだから、理不尽さを感じてしまう。

　ようやく呼吸が整った和歌が花山に理不尽さを訴えると、彼は余裕がなさそうに髪をかきむしった。

　整えられていた髪が無造作になり、その上ネクタイまで緩めだす。苛立った様子の花山は、吐き捨てるように言う。

「松原」

「はい」

「涼介と付き合うつもりか？」

「え……？」

　花山の声が、どこか辛そうに聞こえた。だからこそ驚いてしまう。

　先ほどまでは、明らかに和歌に対して怒っている様子だった。今まで見たことがないほど不機嫌な花山に驚きと恐れを感じていたのだから。

　しかし、今はなぜか彼が何かに傷ついているように見える。和歌の気のせいだろうか。

　和歌がジッと花山の顔を見つめると、スッと視線を逸らされてしまう。

　先ほどまでの様子とのギャップがありすぎて、和歌の頭の中は混乱を極めている。ただ、どうして花山がそんなことを聞いてきたのか、そこは気になる。

　花山にしてみたら、和歌は単なる部下だ。部下の色恋沙汰に、そこまで神経質になる必要はないだろう。

　相手が彼の幼なじみだから気になるのだろうか。どちらにしても、花山に真相を聞かなければわからない。和歌は、恐る恐る口を開いてみる。

「……どうして、ですか？」

　少しの間のあと、花山は顔を歪めて小さく呟いた。

「涼介に連絡先を貰っていたから」

　拗ねたように言う花山が意外すぎた。和歌は目を何度か瞬かせた後、事実を口にする。

「私は、田所さんとお付き合いするつもりはありません」

「……」

「しかし、あの場でお断りする訳にはいかないでしょう？　社長のご両親から直接勧められているのに、すぐさまお断りしたら角が立ちますし。それに、人目のあるところで私がむやみやたらに拒絶したら、田所さんにも恥をかかせてしまうと思ったんです」

「松原」

　なぜか、花山の声が安堵に満ちているように感じるのは気のせいだろうか。

　彼を取り巻く空気が穏やかなものになっていくのを感じた和歌は、ホッとした勢いで口走ってしまう。

「でも、とっても素敵な人ですね。田所さんって」

「は……」

　和歌は花山の表情が変わったことに気がつけず、間を持たせるように次から次に田所を賞賛していく。

「社長の幼なじみなんですってね、田所さんって。二人が並ぶと、女の人が放っておかないでしょうね」

「……」

「私……過去に色々とあって恋愛するのが怖くて逃げていたんですけど、田所さんに声をかけていただけるのなら、お会いしてもいいかもなんて思ってしまいました」

　そんなことがあるわけないからジョークとして言った。

　幸恵は「涼介くんは和歌さんに気がある！」といった内容を言っていたが、田所は和歌と同様で気を遣ってくれたのだろう。

　あの場で速攻断ったりしたら、和歌が恥ずかしい思いをする。そう思って田所は紳士な振る舞いをしてくれただけなのだ。

　花を持たせてくれた。ただ、それだけである。

　さすがに和歌だってそれぐらいはわかっているつもりだし、周りの人間だってわかっているはずだ。もちろん、その中には花山も含まれているつもりだったのだが……なんだか雲行きが怪しくなってきた……？

「あ、あれ……？　社長？」

　つい先ほど花山の怒りが解けたと思っていたのだが、再び暗雲が立ちこめている。

　何かマズイことを口走ってしまったのか。和歌が青ざめていると、花山は低く冷たい声で言う。

「一度会っただけで、全てわかったつもりか？　お前はそんな、浅はかな女だったのか？」

「っ！」

　花山の幼なじみだというから、彼を賛辞していただけだ。友人を褒められれば誰だって嬉しくなる。そう思ったからこそ、田所を話題に出したのだ。

　それなのに、どうして花山はこんなことを言うのだろう。彼の言葉には、あからさまな怒りが込められていた。

　確かに一度会っただけ、それも少し話しただけで田所の人となりはわからない。花山の言う通りだ。

　しかし、だからといってそれを花山に責められる筋合いはない。

　和歌と花山はただの部下と上司だ。それ以上でもそれ以下でもない。更に花山の和歌に対する態度は、あからさまに冷たい。もしかしたら嫌われているのかも、と不安になるほど、他の女性社員たちと和歌とでは対応が違っている。

　そんな相手である和歌に対し、花山がここまで言うのはどうかと思う。いや、絶対におかしい。

　それに、花山は人のことが言えるのだろうか。

　彼ほどチャラくて女性に甘い人間に、和歌は会ったことがない。彼の女性遍歴の詳細は知らないが、かなりの場数を踏んでいると予測できる。

　きっとワンナイトラブなんて数え切れないほど経験しているだろう。そんな相手に、「一度会っただけで決めてしまうのか」などと言われたくはない。

　和歌はムッとして眉を顰めながら、花山に悪態をつく。

「社長には関係ないですよね？　いくら田所さんと私が釣り合わないからって、そんなに意地悪を言わなくたっていいじゃないですか」

　和歌は自分でいいながらどうして花山が怒り出したのか、わかった気がした。

　要するに花山は、自分の大事な幼なじみの隣に和歌のような平凡な女性を置くことが許せなかったのだろう。

　それなら花山が不機嫌になっても仕方がないだろう。理解はしたが、胸の奥がズキズキと痛む。花山の目から見て、和歌はそんなにも女性としての価値がないのだろうか。悲しくて辛くて涙が零れ落ちてしまいそうだ。

　だが、どうして自分がそこまで傷ついているのかはわからず、同時に戸惑いも感じてしまう。

　視線を落とした和歌に、花山は絞り出すように小さく呟いた。

「……俺とお前は、もう二年顔をつきあわせているぞ」

「え？」

　花山の発言にビックリした和歌は、慌てて顔を上げた。

　彼の言う通り、確かに和歌と花山の付き合いは二年が経過している。だが、会話の流れを考えても、その発言に意味があるのか。

　唖然としている和歌に、花山はプイッと視線を逸らして拗ねたように言う。

「それなのに、お前は涼介の方がいいと言うのか？」

「……おっしゃっている意味がよくわからないです……けど？」

　本当にわからない。花山の発言もわからないが、ここまでの花山の態度についても意味がわからない。

　戸惑い続けていると、花山は小さくため息を零す。

「俺が、どんな思いでこの二年過ごしてきたのか。お前は何もわかっていない」

「は……？　わかりませんよ。何を言い出したんですか？」

　わからないのは花山の言動だ。訳のわからないことばかり言っているのは花山なのに、どうして和歌が責められなくてはいけないのか。

　本筋がまるで見えない花山との会話に、さすがに苛つき始めてしまった。

　相手は上司だが、理不尽に悪者扱いされたら堪ったものではない。

「あのっ、お言葉ですが――っ」

　しっかりと抗議しなくてはと鼻息荒く口を開きかけた和歌だったが、花山の表情を見て言葉を失ってしまった。

　それは、和歌が初めて目にする花山の表情だった。悔しそうな悲しそうな、怒っているような悲しんでいるような。様々な感情が入り乱れ、どうしたらいいのか分からない。そんな表情だった。

　普段の、決して自分のペースを崩さない美しい男、花山尊からは想像もつかない表情だった。

　目を丸くして口を噤んだ和歌に、花山は必死な様子で言い放った。

「お前を目の前にすると、俺が俺じゃいられなくなるんだ！」

「なっ、なんですか、それ!!」

　和歌は売り言葉に買い言葉の勢いで叫んだ。だが、花山はなぜかより理不尽なことを言い放つ。

「そろそろ分かれよ！　お前にだけ態度が違う理由を！」

「わかりませんよ。なんですか、それ!!　嫌われているかと思っていましたが？」

　本心を打ち明けると、花山は目をカッと見開いた。

「嫌いなら、こんなところに一緒に来る訳がねぇだろ！」

「そんなの知りませんよ！　じゃあ、どうしてですか？　教えてください」

　本当に意味がわからない。花山が言っている内容も、この態度も全部理解できない。

　和歌が訴えると、花山は眉間に深い皺を刻んだあと、吐き捨てるように言った。

「好きだからに決まっているだろう!!」

　一瞬時が止まった気がした。花山は今、何を言った……？

「は……？」

　和歌の薄い反応に、花山は舌打ちをする。やっぱり他の女性に対しての態度とは、全く違う。女性に対し舌打ちなんて。和歌以外の女性には、絶対にしないだろう。

（それなのに、私のことが好き？）

　半信半疑でいる和歌に、花山は苦しそうに顔を歪める。

「お前といると胸が張り裂けそうになるほど切なくてなって、好きすぎてどうにかなってしまいそうになるんだよ！」

「……それで、あの冷たい態度ですか。え、じゃあ、照れ隠しってことですか？」

　花山は答えない。和歌は呆気に取られながらも、質問を重ねた。

「じゃあ、どうしてパーティー会場で私から離れたんですか？」

「あれは、お前が疲れているのがわかって可哀想だと思ったからだ。それに、女たちの目がお前に集中していた。俺と離れていないと、松原に危害を加えてくるかもしれない。そう思って……」

　バツが悪そうに花山は視線を逸らす。そんな態度を見てしまい、和歌は驚きを隠しきれない。

「私のことを思って……？」

　黙りこくる花山を見て、和歌は盛大にため息をつく。

　和歌と他の女性との態度の違いが、まさかまさかの恋心故とは考えつかなかった。

　想像なんて出来るわけがないだろう。なんといっても、相手はデザイン界の革命児と言われるほどの人物で、容姿端麗、実家も大手ハウスメーカー。何もかもが揃っている男性なのである。

　そんな完璧な男性が、和歌に恋心を抱くという時点で奇跡の出来事だ。

　しかし、そんな完璧な男性だと思っていた花山が、実は完璧ではなかったという事実のほうが驚きだ。恋愛上手だと思っていたのだが、それはフェイクで、実は全くの恋愛下手だったというのか。

　花山尊という男性のことが、ますます読めなくなってきた。

　和歌はため息を盛大につきながら、花山を責める。

「子供っぽいですよ。思春期の男子学生ですか」

「うるさい。自分でもよくわかっている。思春期のガキよりたちが悪いことぐらい。こんなこと、今までの人生で一度たりともなかったぞ。一度もな！」

「わかっているのなら善処してください。わかりにくいですって、それ！」

　愛の告白のはずなのに、どうしてこんなにけんか腰なのか。それに、二年も一緒にいたと主張しているが、その二年の間になぜアプローチのひとつもしてこなかったのか。

　花山にアプローチされても困惑していたに違いないが、それでもあんなにビジネスライクな態度を取らなくても良かったはずだ。

「社長、どうして二年もの間、ずっと私に冷たい態度を取ってきたんですか？　周りの女性との差が歴然としていたからこそ、私は嫌われているんじゃないかって……」

「……簡単に口説ける訳がないだろう」

「え？」

「お前、もう男と付き合わないと言い張っていたじゃないか」

「い、いつ……？」

「うちに入社してすぐ。秘書をやってほしいとお願いした時に」

「あ……！」

　確かにそんなことがあった。売り言葉に買い言葉ではあったが、あのときの和歌の正直な気持ちだった。

「松原を嫌うわけねぇだろう。これでも、一応アプローチはしていたつもりだ」

「え？」

「他の女とは違う扱いをしていただろう？」

「わかりづらいです。そんなので気づくと思います？」

「まぁ……思わないよな」

「そうですよ！」

「わりぃ。松原が好きすぎて、お前の前だとどうしていいのかわからなかった」

　多少は自覚があったらしい。

　狼狽える和歌の顔を、花山は腰を屈めて覗き込んできた。

　こんなに近くで彼の顔を見たことがなかった和歌は、緊張と羞恥のために身体が固まってしまう。

　どうしたいのか自分でもよくわからず、和歌はただ視線を泳がせるだけしかできない。

　花山は切なそうに、だけど時折情熱的な瞳で和歌を見つめてくる。

「松原のこと、虎視眈々と狙っていた」

「狙っていた……て」

「本当は好きだって毎日囁きたかった」

「っ！」

「でも、それじゃあ松原が逃げてしまうだろう？　だから、お前の前では格好よくてクールな上司でいようとしていたんだよ」

　困惑極めている和歌の肩を掴み、花山は強引に抱きしめてきた。

　慌てたなんてものじゃない。心臓がビックリしすぎて止まるかと思った。戸惑いに震える唇で、花山に呼びかける。

「しゃ、社長……？」

「今日だって本当はお前を婚約者だと両親や周りに宣言して回りたかったんだ。俺の隣に立つのは松原以外考えられないから」

「……っ！」

　戸惑いすぎて挙動不審になる和歌に、花山は切なそうに言葉を吐き出す。

「待っていたが、もう限界だ。待てない」

「待てないって」

「俺の気持ちが今まで理解できなかったのなら、今……わかれよ」

「え？」

　どういう意味かと問いかける間もなく、和歌の唇には花山の唇が触れていた。

　フニャンとした柔らかい感触を感じつつも、相反して熱く激しいキスを仕掛けられていく。

　何度も味わうように和歌の唇に触れていく花山の唇。その情熱的なキスに蕩かされていると、知らない間に彼の舌が口内を愛撫し始めていた。

「っぁ……はぁ」

　キスをしながらも、彼の手は和歌の身体のラインを確かめるように這いずり回る。

　立っているのも辛いほど蕩けてしまった和歌は、彼のジャケットの襟を掴んで持ちこたえるしかできない。

　膝から力が抜けてガクッと崩れ落ちそうになった和歌の腰を抱き、花山はより身体と身体を密着させようとしてくる。

　すがるように花山にくっついていた和歌は、彼に為されるがままだ。

　だが、不思議なことに嫌悪感は沸いてこない。だからこそ、和歌の心は戸惑いに揺れてしまう。

　頑なだった心が蕩けていく感覚。それを感じとっていた。不思議と甘く……柔らかい真綿に包まれるような心地である。

　ようやく離れた唇は、今まで和歌に紡いだことがないほど甘く痺れるような言葉を発した。

「お前は恋愛に臆病になっている様子だったから抑えていたが、もう我慢ならない」

「え……」

「力尽くで、お前を貰うから」

　花山の目は真剣そのものだった。和歌は知っている。その目は、いつもビジネスの場で見せているものと同じ眼差しだったから。

　嘘や誤魔化しはないか。何度も彼の目を見つめたが、そんな色はどこにも見つからない。

「本気……ですか？」

　少しの嘘が混じっていてほしい。そんな気持ちで聞いてみたが、花山は大きく頷いた。

「本気だ。ん？　俺の本気を今から見せてやろうか？」

　花山が再びキスをしようと顔を近づけてきたので、和歌は慌てて彼の胸板を押した。そして、振り返ることもなく、ただ彼から逃げ出したのだ。
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「ちょ、ちょっと……待ってください」

「待てねぇよ」

「や……今までの対応とギャップが、ありすぎじゃないですか？　口調だって全然違う。クールさのかけらもなくなっていますよ!?」

「そうか？　ずっと我慢していた反動だ。わりぃな」

「悪いってわかっているのなら、自粛してくださいよ！」

「出来るのならとっくの昔にしている。出来ないから、こうしているんだ」

「開き直らないでください！」

「開き直る？　それは、違うぞ。お前を手に入れようと必死なだけだ」

　耳に残る花山の声は、卑怯なほどに淫らでセクシーだ。その声に捕らわれてしまった和歌の背中にはツーッと冷や汗が辿っていくのがわかった。

　和歌は今、大ピンチを迎えている。

　どうしてこうなったのか、意味がわからず花山の腕に捕らわれてしまっていた。

　壁ドン、顎クイ。脚の間には花山の膝が入り込んでいて、動けない状況だ。

　和歌の顎を親指と人差し指で捕らえている花山は、色気ダダ漏れな笑みを浮かべる。

　ドクンと一際高鳴る胸の鼓動のせいで、和歌はパニックに陥っていた。




　土曜日に連れて行かれた花山ホームの創立四十周年パーティーの際に、花山から衝撃的な告白をされた。だが、あまりにも非現実的な出来事だったので、本当だったのか幻だったのか判断に困っているというのが、和歌の本音だった。

（もしかしたら、都合のいい夢だったんじゃないか。そうだ、そうに違いない。まさか自分のことを社長が二年間も好きでいたなんて嘘よ）

　そんなふうに願い翌週の月曜である今日、挙動不審になりながらも出社したのだが……。

　和歌の願いは、木っ端微塵に砕け散った。やはり、ホテルでされた花山の告白は本気だったのだ。

　ここは社長室。いつもなら、和歌が一日の予定をタブレットを使って読み上げ、花山がそれに対し淡々とした受け答えをする。それが通常であるはずだ。

　しかし、残念ながら今日の花山は違っていた。

　和歌が今日のスケジュールを読み上げていると、なぜか立ち上がって和歌を包囲し始めたのだ。

　ジリジリと近づいてくる花山から逃げるため、和歌は後ずさりをする。

　しかし、背中は壁に当たり、もう逃げ場がない。手に持っていたタブレットは彼の手によって奪い取られ、近くにあったデスクに静かに置かれた。

　それに気を取られ視線をデスクに向けていると、それを許さないとばかりに花山は和歌の顎を指で掴んできたのだ。

　それによって、壁ドン、顎クイ、脚での拘束、と三拍子が揃ってしまったという訳である。

　なんとか花山による甘く妖しげな拘束から逃げようとするのだが、そんなに簡単に逃げられるようなものではなかった。

　唖然としている和歌の耳に、花山は唇を近づけてくる。

　耳に彼の唇が触れてしまうかもと想像しただけで、身体が甘く痺れてしまう。

「土曜日に言っただろう？　力尽くでお前を貰うからって」

「っ！」

　耳に触れたのは、花山の唇ではなく吐息だった。

　フッと熱い息が吹きかけられただけなのに、直接触れてきたように感じてしまう。愛撫に似た感触に、身体がブルリと震えてしまった。

　このままでは、花山に身も心も捕らわれてしまう。視線だけでも逸らそうとしたのだが、花山の声に逆らう術がない。

「コラ……視線逸らすな」

「で、でも……」

「俺のこと、見ていろよ。秘書としてだけでなく……女としても」

「っ！」

「女の顔して……そそるような表情を浮かべて見せろよ」

　懇願してくる花山に、和歌は慌てふためいてしまう。

　かつて、こんなふうに花山が女性に対して情熱的に口説いている姿を見たことがあるだろうか。

　あんなにチャラくて、尻軽男の典型的な例として上げてもいいほどだった花山なのに、今の彼はそのイメージとはかけ離れている。

　和歌は、花山の命令になぜか背くことができず、ゆっくりと視線を彼に戻していく。

　真っ赤に染まっているのであろう頬を隠せないからこそ、恥ずかしさが込みあげてくる。

　それに、こんなに近い距離に花山がいるのだ。体温も香りも、そして吐息さえも直に触れてしまうほどの距離である。心臓が壊れそうなほどにドキドキしてしまうのも仕方がないだろう。

　どうしたらいいのかわからず困惑していると、花山はセクシーすぎる表情でほほ笑む。

「いいな……」

「え？」

「今のお前の表情、そそられる」

「な、何を」

　カッと頬がますます熱くなり、和歌は花山に抗議しようとした。だが、その抗議の言葉は彼の唇に激しく情熱的に奪われてしまう。

「っふ……んん!!」

　和歌の頤を掴み、強引にキスをしかけてくる花山。それに対し、抵抗しなければと思ってはいるのに抵抗できない和歌。

　頭では理解しているのに、身体は彼に従順になってしまう。口を開けろと舌でノックされればそれに従う和歌は、すっかり彼の唇と舌に蕩かされてしまっていた。

　花山は深くキスをしては何度も角度を変えて、和歌の口内に余すことなく触れていく。

　ヌルリとした熱く淫らな舌は、和歌の怯えている舌に絡みつく。

「っ……！」

　和歌の舌は花山の舌が絡んだ瞬間、恐怖心が一気になくなっていくのがわかった。

　強引で激しいキスだ。それも一方的に仕掛けられたキスだから怯えてしまうのも仕方がないだろう。しかし、和歌の舌に絡みつく花山の舌の動きは緩やかで甘やかなものだった。

　激しいキスのはずが、どこか労りと優しさを感じる。ちぐはぐな感想だが、まさにそんな感じだ。だからこそ、恐怖心は消えてしまったのかもしれない。

　和歌を大事にしてくれている。そんな労りを感じて、一気に身体の力が抜けてしまった。

　ガクッと膝が崩れ落ちそうになる和歌をたくましい右腕が抱き寄せ、左手は和歌の頬に優しく触れる。

　愛でるように触れる彼の手は、縋りたくなってしまいそうなほど慈悲に溢れていた。

　唇から彼が離れていくのを感じ、和歌はゆっくりと目を開ける。そこには、情熱を持て余している様子で和歌を見つめている花山がいる。

　彼の唇は、和歌が今朝塗った口紅の色が移っていた。それを見て、恥ずかしさに身体中がカッと熱くなる。

「く、口紅……が」

「あ？　……ああ」

　花山は手の甲で自身の唇を拭い、そこについたオレンジベージュの口紅を見て小さく笑う。その笑みは酷く艶めいていて、そのなまめかしさに和歌の心臓が躍る。

　慌てて視線を逸らして彼の腕から抜けだそうとしたのだが、花山はギュッと抱きしめてきた。

「和歌」

「っ！」

　耳元で花山が和歌の名前を呼ぶ。今までは名字呼びばかりだったので、こうして名前を呼ばれたのは初めてだ。

　ドクンと一気に高鳴る胸の鼓動に困惑している和歌に、花山は容赦しない。

「ずっと呼びたいと思っていた……かわいい響きだよな、和歌って」

「しゃ、社長？」

「和歌。今は、尊って名前で呼べよ」

　呼べる訳がない。もうすぐで始業時間であり、ここは会社、彼のオフィスである社長室だ。

　首を横に振って仕事が始まるからと言ったのだが、花山は依然として和歌を腕の中から解放するつもりはなさそうである。

　ゆっくりと和歌の頭を撫で、余韻を楽しんでいる様子だ。しかし、和歌にしてみれば余韻など楽しむ余裕などあるわけがない。

　そんなことを考えながらも、花山の腕の中は心地がいいと思ってしまっていた。温かなぬくもりと彼の香りに包まれていると、色々なことがどうでもよく思えてしまうから不思議だ。

　和歌は今、なぜか幸せな気持ちに包まれていた。

　男女の観点から見たら、和歌にとって花山は今まではなんとも思っていなかった相手である。それなのに、幸せな気持ちに浸るなんてあり得ないだろう。

　今まで和歌は花山に対し、不服を覚えることが多かった。

　他の女性には甘い言葉をかけるのに、和歌にはクールな対応ばかり。ビジネス上の関係とはいえ、それをとても寂しく思っていたのは事実だ。

　少しでも優しくほほ笑みかけてくれればいいのに、と思ったのは一度や二度ばかりではない。

（ちょっと待って……もしかして、私？）

　自分の感情が行き着く先が見えそうになって、慌ててしまう。

　花山の和歌への態度がクールすぎて面白くないと思っていたのは、他の女性に対して嫉妬していたからなのだろうか。

　ふとそんな考えに行き着きそうになるのを、慌ててかき消す。

　もう二度と恋はしない。仕事に生きる。そう決意したことを忘れてしまったのか。

　自分に言い聞かせた和歌の耳に、内線のコール音が聞こえた。

　もちろん和歌を抱きしめていた花山の耳にも届いたようで、頭上でため息の音が聞こえる。

　ようやく花山の腕が緩まってホッとした和歌は、慌てて電話に駆け寄った。

　内線は受付からで、以前から約束をしていたアンティーク家具業者の来社を告げる電話だった。

　花山に伝えると、すっかり彼はビジネスマンの表情へと変わっている。未だに心が挙動不審な状態である和歌にしてみたら、なんとも悔しい。

　和歌の複雑な気持ちを理解したのか。花山は和歌を見て小さく笑う。

「さて、仕事をしよう」

「……畏まりました」

　目で会釈をした和歌の頬に手を伸ばし、花山は奪うように唇を寄せてきた。

　唇に再び触れた柔らかい感触に、目を丸くしてしまう。

　驚く和歌に、花山はフッと笑うと目をゆっくりと細めた。

「もっと味わいたかったが、仕事にいこうか」

「……っ！」

　和歌は慌ててタブレットに手を伸ばしたが、それを花山はなぜか止めてくる。

　どういう意味かと彼に視線を向けると、花山は「やっぱり俺一人で交渉してくる」と言い出した。

　いつも側に和歌を控えさせている花山が、そんなふうに言い出したことは今までない。

　どうしてなのかと問おうとすると、花山は和歌の頬にソッと触れた。

「こんなかわいい顔をした和歌を、他の人間に見せたくない」

「え？」

「俺が戻ってくるまでは、この部屋にいろ。絶対に出ないように」

　それだけ言うと、花山は慌てた様子で社長室を出て行った。

　和歌は唖然としつつ花山の背中を見送ったあと、彼の言葉を思い出す。

　和歌の顔を他の人間には見せられないと言っていたはずだ。もしかしたら、花山とキスをしたときに口紅がよれてしまって見苦しくなっているのかもしれない。

　慌ててコスメポーチからパクトケースを取り出して見つめると、そこには顔を真っ赤にさせ、いかにも情事後のような蕩けた表情をした女が映っていた。

　和歌は慌ててパクトケースを閉じ、一人デスクに突っ伏して悶絶してしまう。これでは、人前に出ることはできない。

「もう……どうしよう。二人きりのときは、こんなふうに迫られるってこと？」

　花山が和歌に告白をしてきたときの言葉を思い出す。

　力尽くでもらう、などと言っていたはずだ。間違いない。

　花山に口説かれるたびに、こんなに戸惑い続けるようでは心臓がいくつあっても足りないだろう。

　極力花山と二人きりにならないようにしなければ、とも思うのだが、社長室に自分のデスクがあり、そこで仕事を行っているのである。ここから離れるなんて困難だろう。

　それなら、腹をくくるしかない。とにかく周りの人間に花山と和歌の微妙な関係を知られるわけにはいかないはずだ。それは、花山だって同じ気持ちだろう。

　それなら、外ではこんなふうに口説かれることはないはずだ。

　そう安堵していたのだが、それがどれほど甘い考えだったのか、すぐに思い知ることになってしまう。

　花山はアンティーク家具業者との商談が終わって社長室に戻ってすぐ、外へ行くことになった。

　ホテルのリニューアル改装の件について、ホテルオーナーと急遽顔合わせをすることになったのだ。

　ホテルオーナーは世界中を飛び回っているため、なかなか日本に戻ってこないらしい。だからこそ、この貴重な機会に会いたいと向こうから打診してきたのである。

　突然入ったスケジュールだが、うまく調節ができたので和歌と花山は一緒にホテルに向うことになったのだが……。

　社長室から出ると、所々で女性社員たちに会う。いつもなら、羨望の眼差しを向けてくる女性社員たちをチャラい言動で喜ばせている花山。しかし、今日の彼は違っていた。

　キレイに髪を結っている女性もいれば、ネイルをかわいく施している女性もいる。

　甘えるように声をかけてくる女性だっていたのだ。しかし、そんな彼女たちに花山は目で会釈するだけで何も言わなかった。

　面食らったのは彼女たちもだが、和歌も同様だった。

「素敵な髪型だね。君に似合っているよ」「ネイル変えたんだね。とてもかわいい」「今日もキレイな声をしているね。こちらが元気になるな」

　そんなセリフが飛び出すとばかり思っていたのに、花山は誰に対しても素っ気ない態度で接していく。

　声をかけられるとばかり思っていた女性社員たちの表情には、戸惑いの色が見える。当たり前だ。今までの花山の態度とは百八十度も違うのである。戸惑うのも仕方がない。

　しかし、戸惑いだけでは終わらなかった。

　そんな彼女たちを尻目に、花山は和歌をエスコートし始めたのだ。

「ほら、松原。急ごうか」

「えっと……え？」

　肩を抱いたあと、さりげなく和歌をエスコートする花山。そして、扉を開くと和歌に先に出るように促したのである。

　今までだったら扉の前まで来ると、和歌が扉を開けて花山を促していた。花山もそれが当然とばかりに和歌が扉を開けるのを待っていた。それが通常の形だったのである。

　しかし、今の花山は扉を開いて和歌を促しているのだ。女性社員たちが驚くのは当然だ。もちろん、和歌自身が一番驚いている。

　驚いて歩みを止めてしまった和歌に対し、花山は柔らかくほほ笑んだ。

　いつものチャラい笑みではない。とにかく甘く、蕩けてしまいそうなほどの笑みだ。

　女性社員たちが息を呑んだのがわかった。もちろん、和歌もこのあり得ない状況に驚きを隠せない。

　立ち止まってしまった和歌に花山は近付き、和歌の背に手を置く。

「ほら、松原。イイ子だから、来いよ」

「っ!!」

　背後から悲鳴が聞こえた。和歌も、心の中で意味のない言葉を叫んだのは言うまでもない。

　耳元で囁くだけに止めておいてくれればいいものを、花山はわざと女性社員たちにも聞こえるように大きな声で言ったのだ。

　抗議したくても頭がパニックになってしまった和歌に、花山を制止することはできない。

　不穏な空気を残したままその場をあとにした訳だが、未だ和歌の背中には花山の手が触れている。

　そろそろ離れてほしいと懇願しようとしたときだった。

　いつも花山に甘い声をかけ、彼女の座、もしくは妻の座を射止めようと必死になっている受付の女性が声をかけてくる。

　今までも花山が見ていないところで度々、和歌に苛立ちの視線を向けていた彼女だが、その視線が今日はとくに鋭いように思えた。視線の冷たさに震え上がっている和歌に対し、花山はどこ吹く風で彼女の前を通り過ぎようとする。

　いつもなら花山から声をかけていたはずだ。そのたびに受付の彼女は嬉しそうに花山に媚びを売っていた。

　だが、今日の花山は和歌に寄り添っているだけでなく、彼女に声もかけない。

　小さく頭を下げるだけで、その場を通り過ぎようとしている。それに待ったをかけた彼女は、なかなかの勇気の持ち主だと思う。

「花山社長！　お疲れさまです」

　かわいらしい容姿の彼女は、ありったけの愛嬌を振りまき花山の足を止めさせた。それに気をよくした彼女は、花山に近寄ろうとする。

　だが、それを花山が手を前に突き出して止めた。

「ご苦労。一日よろしく」

「え……？」

　彼女が口を挟む間を与えぬほど、花山は早口で言うと和歌の背中を押してその場を後にする。

　背中に突き刺さる受付嬢の視線が痛い。

　自動ドアを抜ける瞬間。怖い物見たさではないが、恐る恐る振り返ると鬼の形相をした彼女が和歌を睨み付けていた。

　慌てて彼女から視線を逸らし、彼女に聞かれないように花山に苦言を呈しようと声をかける。

「社長」

「なんだ？　松原」

　駐車場へと着くと、花山は和歌に鍵を出すようにと凄みがある顔で言ってくる。いつものように和歌が運転をすると主張したのだが、花山に有無を言わせないという態度を突き通されてしまった。渋々鍵を渡すと、花山は運転席に乗り込んでしまう。何度懇願しても和歌にハンドルは握らせてくれないようだ。

　和歌は盛大にため息を零したあと、助手席に乗り込んでシートベルトを付ける。

　すでに用意が出来ていた花山は、和歌がシートベルトをしたのを確認したあとに車を発車させた。車は幹線道路へと出て、渋滞していない車道を軽快に走り抜けていく。

　信号待ちの間、和歌は我慢ならない気持ちを抑えきれず彼にぶつけた。

「社長。なんですか、さっきのは」

「何のことを言っている？」

「ですから！　先ほどの女子社員への態度についてです」

　涼しい顔をしてハンドルを握っている花山の横顔を見つめる。相変わらず素敵な横顔にドキッと胸が高鳴ってしまったが、それを払拭するように視線を逸らしながら言う。

「いつもの花山社長らしからぬ言動の数々についてですよ。どうしたんですか、いつもは女性社員たちを褒めちぎっていたじゃないですか」

「まあな」

「まあな、って……。女子社員の皆さん、びっくりしていましたよ？」

「だろうな」

　花山は、自分できちんと自覚しているようだ。それならどうして突然あんな愛想のない対応をしたのか。理解できない。

　和歌が呆気に取られていると、信号が青に変わった。花山がアクセルをゆっくりと踏み、車体が動き出す。

　車の流れに乗りながら、花山はなんだかとても楽しげだ。一方の和歌は、楽しさの欠片もない。それどころか、オフィスに帰るのが恐ろしくなってきた。

　今までは和歌一人だけが、花山のクール対応に遭っていた。だからこそ、花山の近くにずっといたとしても嫉妬めいた目で見られることは少なかった。

　しかし、今日の花山の態度はまさに真逆だった。和歌に対しては優しく接するのに対し、他の女子社員たちには冷たい態度を取る。そんな態度を取れば、和歌が彼女たちから嫉妬の視線を向けられてしまうのは必至だ。

　勘弁してほしい、と肩を落とす和歌に、花山はクスクスと声を上げて笑った。

「今まで女子社員や、他の女性にチャラい態度を取っていたのは事実だ」

「……チャラい態度を取っていたということは、自覚されていたんですね」

「もちろんだ。わざとやっていたんだからな」

「え……？」

　思わず声を出して驚く和歌に、花山はフンと鼻を鳴らす。

「ああやって、あちこちにいい顔をしておけば、女が群がらないだろう？」

「……そうですか？　自分に気があるんだって勘違いしませんか？」

「それがしないんだな。だって、誰にも同じような態度をしているんだぞ？　自分だけが特別とは思わない」

「……確かに」

「誰に対しても軽いフリをしておけば、向こうは本気にならない。面倒なことに俺は、ハイスペックだからな。普通にしていても女が群がる。それを避けるための手段、所謂処世術というヤツだ」

　花山の言っていることには一理ありそうだ。誰に対しても軽い態度で接していれば、チャラい男認定されるだろう。あちこちにいい顔をして、だけど微妙なラインで牽制をかける。

　いわばアイドルに恋する感覚にしてしまおうという戦法らしい。フムフムと和歌は深く頷いた。

　花山が言うように、彼の実家は花山ホームという日本屈指のハウスメーカーだ。その上、自身はデザイン業界の革命児と言われるほどの腕前を持ったデザイナーであり、デザイン事務所の社長でもある。

　その上ビジュアルも悪くないとなれば、女性が群がるのも納得がいく。だからこそ、そんな女性たちと距離を置くために敢えて軽い男を演じて彼女たちの本気を潰していたというのだろう。

　花山の処世術には納得がいった。しかし、どうして今日は手のひらを返したように、彼女たちを寄せ付けなかったのか。その辺りが理解できない。

　花山に聞くと、彼はサラリととんでもないことを言い出した。

「必要がなくなったからな」

「なくなりましたか？」

「ああ。俺は好きな女にようやく本心を伝えることができた。だから、他の女たちを処世術で牽制する必要はなくなった」

「えっと……どういう意味ですか？」

　首を傾げた和歌は、バックミラー越しに花山と視線がぶつかる。　

　ドキッとするほど真摯な瞳は、和歌の何もかもを奪い取りそうなほど挑戦的な色をしていた。

　花山はすぐに視線を前に向け、車を走らせながら口を開く。

「今までは決まった相手はいないという設定になっていたからな。女を近づけさせないために軽い男のフリをしなければならなかった。だけど、今は違うだろう？」

「え？」

「俺はお前に宣言した通り、力尽くでも手に入れるつもりで動いている」

「しゃ、社長？」

「決まった相手がいて、俺はその女に夢中だ。それを示せば、他の女たちへの牽制になる。処世術は必要ない」

「で、でも！　今までは社長が相手を一人に決めなかったから諦めていただけで、私みたいななんの取り柄もなくてキレイでもない女なら勝ち目があると、女性たちが奮闘するとは思いませんか？」

　本心だった。花山の周りには、本当に素敵な女性が集まってくる。それを二年間近で見ていたのだから確かだ。

　自分で言っていて悲しくなるが、事実は事実である。必ず、和歌が危惧した事態が訪れるだろう。

　車は目的地であるホテルの地下駐車場へと到着し、花山はスムーズに駐車する。彼のハンドルさばきを横で見ながら、和歌はモヤモヤした気持ちを抱いては唇を横に強く引いた。

　不機嫌な様子を隠そうともしない和歌に、花山は気がついているのだろう。車を停車させ、花山はようやく和歌に向き直って口を開いた。

「思ったヤツはバカだってことだ」

「は……？」

　意味がわからず目を剥く和歌に、花山は挑発的な表情を浮かべる。

「どんな女がやってこようと、俺は和歌以外に目もくれない。それは二年前からずっとだけどな」

「っ！」

　言葉をなくしたあと、和歌は慌てて視線を逸らした。花山を直視できない。

　ドキドキと胸の鼓動が一際高まっている和歌に、花山は小さく笑った。

「そんな空気も読めない女たちなんて、返り討ちにしてやるさ」

「な……なっ……！」

「なめんなよ？　お前を口説きたくて仕方がなかったのに、我慢し続けた二年間をバカにしていると痛い目遭うぞ？」

　ニヤリと口角を上げると、花山は突然和歌の後頭部に手を回してきた。

「え？　……っんん！」

　グイッと強引に引き寄せられ、花山が和歌を食らい尽くすように唇を食んだ。

　目を見開いて驚く和歌を見て、花山の目はゆっくりと弧を描いた。

　その目を見るだけで自分を欲しているということがヒシヒシと伝わり、和歌の身体は震えてしまう。

　口内を這い回る花山の舌はどこか余裕がないように感じて、ますます和歌の胸の鼓動が高鳴ってしまう。

　何度も角度を変えてキスをし続けた後、花山はようやくゆっくりと唇を離した。

　そのことに一抹の寂しさを覚えた和歌だったが、すぐに目を丸くする。

　花山のおでこが和歌のおでこにくっついたからだ。キスをしている距離と大差ないのだが、こうして目と目で見つめ合うと顔が赤らんでしまう。視線を逸らせられないほどの距離に困惑が先行してしまった。

「顔を真っ赤にして……かわいいな、和歌」

「っ！」

　ますます顔を赤らめた和歌を見て、花山は愛おしそうに目尻を下げる。

「こうやって俺はお前を口説いていくから」

「こういうの……口説くって言うんですか？」

「言葉じゃ俺の気持ちは伝わりにくいからな。こうして全身全霊をかけて和歌を愛すんだ」

　花山の目にフッと情愛の火が灯った気がした。再び和歌に近づいてこようとした花山だったが、薄暗く人がいない駐車場にクラクションの音が鳴り響いた。

　どうやら花山の肘がハンドルに触れたようで、運悪くクラクションが鳴ってしまったようだ。

　甘ったるい空気になりつつあった車内だったが、一気に興が削がれた。

　花山と和歌は目を丸くして驚いたあと、今まで自分たちがしていたことを改めて思い返して恥ずかしさが込みあげてくる。それは、花山も同じだったようで「……行くか」と恥じらいを込めた声で言う。

　和歌も花山にならい、慌ててシートベルトを外してドアを開いた。





＊　＊　＊






　花山による熱烈な求愛が始まったあの日から、二週間が経った。それは、花山が今まで演じていた軽薄な男の仮面を外し、一途かつ強引な本性を顕にしてから二週間が経ったということでもある。

　花山から捕獲対象にされている和歌がこの急なバージョンチェンジに戸惑っているのはもちろんだが、社内でも困惑が続いている状況だ。

　花山をアイドルのように思っていた女子社員たち――特に受付の彼女――は、花山のあまりの変貌ぶりに目を丸くしている。だが、和歌の思っていた通りで、急にチャラくなくなった花山に対し、今度は本気モードで迫ってくるようになったようだ。

　ほら見ろ、と和歌はむくれていたのだが、花山はスパッと切れ味よい刃物のようにアタックしてくる彼女たちをコテンパンにしていく。

　そして、告白してくる彼女たちへの最後の言葉が、和歌にとってはいただけない。

「他の女は眼中にない。俺は生涯を共にする相手には誠実でいたい。だから、仕事以外では話しかけないでくれ」

　と切り捨てているのである。

　花山が言う〝生涯を共にする相手〟は誰なのか。彼の行動と言動を見れば、一目瞭然。和歌のことだと彼女たちに知れ渡ってしまったのだ。

　これはマズイと針のむしろになる覚悟をしていたのだが、予想に反して和歌に敵対心を向きだしにする人はいなかった。受付の彼女には手痛くやられるかと危惧していたのだが、「社長のことは松原さんにお任せします」とあっさりとした対応だった。

　それには花山が一枚噛んでいるようだが、詳しいことは敢えて聞いていない。聞かない方がいいことも世の中にはたくさんある。今回の件については、特にそう言えるのではないかと思う。

　その一方、花山の和歌に対する行動は静まるどころか、ますますエスカレートしているように思えた。好きだ、愛しているという甘すぎる言葉の羅列に、和歌は一日に何度も羞恥に駆られている。

一応仕事中は避け、休憩中にモーションをかけてくるという気遣いはあるのだが……。

　今日もそんな一日の始まりかと思うと、和歌はため息が零れてきてしまう。

　戸惑いと羞恥……そして、ほのかに感じるくすぐったさ。

　今までなら花山がどんな手で迫ってこようとも、ビジネスライクな態度で突き放せただろう。だが、今の和歌にはそれができないでいた。

　なぜ、できないのか。その理由は、少しずつ気づき始めている自分の感情を裏打ちする大事なモノだ。しかし和歌は、まだ心の準備ができていない。まずは心を落ち着かせたい。それが和歌の本心だった。

　おはようございます、と挨拶をして社長室へと入ると、すぐさま内線が鳴り響いた。

　相手は先日社内で商談したアンティーク家具業者だったのだが、電話の内容を聞いて和歌は青ざめた。

「申し訳ありません。すぐに調べまして、折り返しお電話させていただきます」

　震える手で受話器を置きながら、耳に残るのは業者の怒りに満ちた声だった。

　すぐさまタブレットを操作し、花山の予定を確認する。花山の今朝のスケジュールは白紙だ。再度そのことに青ざめる。

　先日、アンティーク家具業者から家具の直接搬入の際には必ず花山に立ち合ってほしいと電話で言われていたことを、今更ながらに思い出した。和歌が電話を受け取ったのに、花山のスケジュールに組み込むのを忘れていたのである。明らかに和歌のミスだ。

　アンティーク家具業者が今日納品する先は隣県にある展示スペースで、そこの館長は気難しいことで有名だ。搬入の際、何かを言ってくるかもしれない。だから、どうしても花山に来てほしい。そう乞われたアポイントだった。

　あと数分もすれば、花山は出社するだろう。しかし、三十分も前にアンティーク家具業者は展示スペースに到着しているという。もしかしたら、すでに館長にあれこれと難癖を付けられているかもしれない。

　アンティーク家具業者も昔気質の職人で、融通が利かない。最悪の場合、決裂して仕事がご破算になってしまう。

　そのときに責任を負うのは、間違いなく花山だ。和歌がいくら謝ったところで、最悪な現状を打破するのは不可能だろう。

「……どうしよう」

　すべて和歌のミスだ。なんとしても、この局面を切り抜けなければならない。

　花山への連絡は副社長に頼み、自分は急いで展示スペースに駆けつけるべきだろう。

　そう判断した和歌は、鞄を引っ掴んで社長室の扉に小走りに向かった。と、そこで外側から扉が開き、花山が入ってきた。

「どうした、松原。血相を変えて」

「申し訳ありません!!」

　勢いよく頭を下げる和歌を見て、花山は慌てて扉を閉めた。

　和歌の異変を見て何かがあったと悟ったのだろう。未だに頭を下げ続けている和歌に顔を上げるよう命令してきた。

「謝罪は後にしろ。一から順に話せ」

　腕にかけていたジャケットを着込み始めた花山に、和歌はアンティーク家具業者とのアポイントの件を話す。完全なる和歌のミスであることも付け加える。

　厳しい表情のまま頷いていた花山は、和歌に「行くぞ」と声をかけて社長室を飛び出した。和歌は社用車の鍵を手にし、彼の後を追いかける。

　オフィスビルから飛び出し、駐車場へと走りこむ。すると、いつものように花山は和歌に手を差し出した。

「鍵を寄こせ」

「で、ですが」

　これ以上、花山に迷惑はかけられない。鍵を渡すのを躊躇すると、花山は一喝した。

「早く寄こせ。そんな状況のお前に運転は無理だ」

「でも！」

「そうじゃなくても、車の運転は苦手なんだろう？」

「どうして、それを……？」

「入社時の面接の時、竹山に言ったんだろう？」

「っ」

　そのことを知っていたから、花山は常に自分が車を運転すると言い張っていたのだろう。すべては、和歌のために……。

「寄こせ」

　和歌が鍵を差し出すと、花山は鍵ごと和歌の手を掴んできた。グッと強く引き寄せられ、身体が花山の腕の中に導かれてしまう。

「しゃ、社長!?」

　戸惑う和歌に、花山は慰めるように囁いた。

「初めてのミスだな」

「スミマセン！」

「いや、このミスは俺のせいだ。わりぃ……いくら休憩中だからといって会社内で口説くのは少し遠慮する」

「……」

「戸惑って赤い顔しているお前がかわいいから、つい……。仕事中に心を乱してしまって申し訳なかった」

　心痛な面持ちで謝罪してくる花山に、和歌は首を振る。

　確かに花山の言う通りだ。彼の甘い口説き文句やキスやハグのせいで、ここ最近の和歌が心を乱されていたのは確かである。

　しかし痛々しい花山の声を聞いたら、思わず首を横に振っていた。花山のせいでもあるけれど、和歌のせいでもある。花山だけに責任を感じてもらいたくはない。

　何度も首を横に振る和歌をギュッと抱きしめて、花山は小さく囁く。

「お前のミスなんていくらでも取り戻してやるよ」

「っ」

「でも、仕事が終わったら……その反動で激しくいくから覚悟しろよ」

「な、何を言って」

「そもそもこのミスは、俺のせいなんだけどな。さてと、そろそろ落ち着いたか？」

「え？」

　花山の腕の中から見上げると、そこには柔らかくほほ笑む彼の顔があった。見惚れてしまうほどキレイな笑顔に、和歌は呆気に取られてしまう。

　瞬きを何度もする和歌の手を握りしめながら、花山は心配そうに顔を覗き込んでくる。

「震え、止まったか？」

「え？」

「鍵を持つ手が震えていたんだが……ああ、良かった。もう震えていないな」

　鍵を握りしめていた和歌の手から鍵を抜き取ったあと、和歌の手を恭しく持ち上げ、花山はそこにキスをしてきた。

　驚いて慌てて手を引っ込めた和歌に、花山は苦笑して顎で促す。

「ほら、急いで乗れ。ミスは必ず取り返すぞ」

「はい」

　花山の声が優しくて和歌は思わず涙声になってしまった。それを誤魔化すように助手席に座って息を吐き出す。シートベルトを和歌が付け終わったのを確認すると、花山はアクセルを踏んだ。

　展示スペースに行く前にも、和歌にはしなくてはならないことがある。

　花山が運転に集中している様子を横目に見たあと、これからの動きやスケジュールを頭の中で整理をしていく。

（ミスは必ず取り返す……!!）

　すぐさまアンティーク家具業者に連絡を取り、今すぐ向かう旨とこれからの動きを伝えてお願いをする。

　やれることはやる。ミスは必ず自分の手で挽回しなくてはいけない。

　和歌は懸命に謝罪をしつつも、自分の手が震えていないことに気がついた。先ほどまでバクバクと嫌な音を立てていた心臓も冷静さを取り戻しているように思える。

　まだ、ミスは挽回できていない。だが、冷静さを失っていては、次の一手も誤ってしまうだろう。

　落ち着かなければならない局面だった。だが、冷静さを取り戻すのは至難の業である。そんな和歌を落ち着かせたのは、間違いなく花山だった。

　車に乗る前に和歌を抱きしめてきたのは、先日より続いている求愛の延長じゃないはずだ。

　時間がないことをわかった上で、和歌に冷静さを取り戻させるために彼はわざと抱きしめてきたのだろう。

　本来なら、そんなことをしている暇などない。早急に現場に向かうべきだ。

　花山がそれに気がついていないはずがない。それなのに、敢えてああいう行動に出たのは、和歌が自分のミスに震えていたからだろう。

　花山の懐の深さと優しさに、再び涙が滲んできてしまう。それをグッと堪え、和歌はなんとかアンティーク家具業者と話をつけることができた。

　通話を終えた和歌が次にしなくてはいけないのは、花山のスケジュールの調整である。

　午前中は社内での仕事になっていたが、十二時からランチミーティングをする予定になっているはずだ。このままだとランチミーティングに間に合うかどうか、微妙だろう。

　慌ててタブレットを取り出して確認をしながら、隣で運転を続ける花山を盗み見る。

　相変わらず悔しいほど格好いい。ドクンと胸が大きく鳴ってしまい、慌てて和歌は視線を逸らした。

　花山は仕事には妥協を見せない厳しい人だ。それは、二年間近くにいた和歌はよく知っている。

　そんな彼が先ほど和歌に見せてきたのは、上司としての顔じゃなかった。ただ、和歌を心配して抱きしめてくれた。一会社の社長ではなく、花山尊個人としての顔だった。

　こんな大変なときに不謹慎だとは思う。だが、素直に嬉しかった。それが本心だ。

　和歌は、見ないようにしていた感情を受け入れる覚悟をした。

（私……社長のことが、好き）

　久しぶりのこの感情が、素直になった自身の中に流れこんでくるのがわかった。

　好きという感情を受け入れるために、まずは仕事を完璧にこなす必要がある。ミスを挽回するために奔走しようと心に誓った。

　花山の隣に胸を張って立てるよう、仕事もプライベートも頑張りたい。

　和歌は、もう一度自分を奮起させてタブレットを覗き込んだ。










４











　展示スペ―スの一件は、花山が頭を下げてくれたおかげでなんとか丸く収めることができた。もちろん、和歌も必死に謝り、ようやく双方が許してくれたのである。

「このミスは、今後のいい仕事で挽回させてください」

　凜々しい顔をして言い切った花山に、和歌の心が揺さぶられたのは言うまでもない。

　あのあと、花山にはコッテリと怒られ、謝られて、何が何だかわからないことになった。だが、花山に頭を下げさせてしまった和歌は、あの日からますます仕事に打ち込んだ。

　あの一件以降、花山は会社内での求愛は止めてくれている。だが、彼の宣言通り。ひとたび仕事が終わり社外に出ると、猛烈な求愛を受けるはめになってしまった。

　どちらにしても、和歌の心が揺さぶられることに変わりはない。

　今は昼休憩だ。花山は上層部の面々と決算関係についての話し合いがあるらしく、会議室で昼食を食べながらミーティングをしている真っ最中だ。

　自分も昼食にしようと腰を上げると、一本の内線が入る。慌てて腰を下ろして電話を取ると、受付の女性が和歌宛ての電話が入っていると告げてきた。

　和歌の知り合いなら携帯電話の方にかけてくるはずだ。わざわざ会社にかけてくる人はいないと思う。

　怪しく思ったが、その電話を繋げてもらう。電話の第一声を聞き、和歌は思わず飛び上がってしまった。なんと花山の母親である幸恵だったのだ。

『こんにちは、和歌さん。突然ごめんなさいね』

「い、いえ！　こんにちは」

　緊張して声が上擦ってしまう。そんな和歌に、幸恵はワクワクした様子で聞いてくる。

『ねぇ。涼介くんとは、その後どうかしら？』

「え？」

『連絡を取り合っているのかしら？　それとも、すでにデートとかしたの？』

「っ！」

　幸恵としては、自分が引き合わせた縁の行く末が気になっているのだろう。気持ちはわかるが、何も進展していないし、和歌としては進展させるつもりもない。恐らく、田所も同じ気持ちだろう。

　幸恵には、当たり障りなく「仕事が忙しくて、お互い連絡は取れていません」と今の状況を話して電話を切った。

　幸恵は、かなり残念そうだったが、それ以上追求されることもなかった。ホッとしたいところだが、安堵はできない状況かもしれない。

　和歌は鞄から一枚の名刺を取り出す。それは、花山の幼なじみである田所の名刺だ。

　花山への気持ちを確認した和歌だが、まだ自分の気持ちを花山に伝えてはいない。

　なぜなら、この田所が原因である。彼とのことを片付けない限り、花山に想いを告げるのは無理だと思っている。

　田所とは、花山の実家である花山ホーム創立四十周年記念パーティーで知り合った。それも、花山の両親から紹介された縁である。

　放置しておく訳にはいかないし、何より彼とは付き合うことはできない。花山が好きだと確信したからだ。

　しかし、その気持ちは先ほどの電話で幸恵に伝えることができなかった。田所の件もあるが、社内恋愛はしたくないと言ってしまった手前、花山のことが好きになってしまったなどと言えなかったのだ。

　しかし、はっきりと意思表示をしておかなければ、いずれ花山夫妻が動き出してしまう可能性がある。現に先ほど幸恵から伺いの電話が来たばかりだ。このままにしておけば、次の一手に出られてしまう可能性が高い。強引な花山夫妻の手にかかってしまえば、和歌が何を言っても退けられてしまいそうだ。

　困っているのは和歌だけではない。恐らく田所もこの事態に困惑していることだろう。

　あの場では和歌に恥をかかせないために、紳士的な態度を示してくれただけだ。お互い同じ気持ちなら早急に話し合いをし、花山夫妻に伝える方がいいはずである。

　和歌は、名刺に書かれていたメールアドレス宛にメールを送信した。

　電話をしようかとも考えたが、相手は大企業の御曹司。バリバリと働いている人だから忙しくしているだろう。邪魔すると申し訳ないと思ってメールにしたのだが、すぐに返信が来た。

『私もお話したいと思っておりました。もし、ご都合が付きましたら――』

　もしかしたら、田所はすでに花山夫妻に何かしらの打診をされていたのかもしれない。和歌のメールにすぐに返信が来たのが証拠だろう。

　田所は、場所と時間を指定してきた。それを見て、自分のスケジュールを確認する。今日は残業をせずに定時に帰る予定だ。

　終業後はいつも花山からの猛アプローチが待っているのだが、今日はそれもないはず。なにしろ花山は、花山ホーム本社に行く予定が入っている。社長である彼の父親がどうしても花山に会わせたい建築家が来るからと誘われたらしい。

　その建築家は花山も憧れている有名建築家らしく、「今日は送ってやれない。……だけど、一人で帰したくないな」と艶っぽい声で言われたときに、和歌の背筋に甘い痺れが走ったのは彼には内緒だ。

　そんな訳で、今夜和歌は花山とは一緒にはいない。ある意味、田所と会うには好都合なのである。

　田所と会うことは、花山には知られたくないと思っている。パーティーの時、花山は田所に対してかなり嫉妬していた。だからこそ、あらぬ勘違いをされたくない。

　すぐさま承諾のメールを送った和歌は、とにかく残業だけは勘弁だと必死に仕事に取り組むことにした。







　予定では定時に仕事が終わるはずだったのだが、帰り際に火急の電話が入って手こずってしまった。

　なんとか問題を解決した和歌はカフェで軽く夜ご飯を食べたあと、田所が指定してきたシティホテルの最上階にあるラウンジへと向かう。

「いらっしゃいませ。お一人ですか？」

　ロマンスグレイのバーテンダーが声をかけてきた。和歌は小さく首を横に振ったあと、「待ち合わせをしていて」と言いながら店内を見回す。すると、和歌の姿を確認した田所が手を振っていた。

　カウンターの隅で呑んでいた田所の隣にあるスツールに腰掛けると、先ほどのバーテンダーが注文を聞きにくる。「マティーニを」と注文をすると、彼はこちらに背を向けて準備をし始めた。

　和歌は視線を正面から逸らし、改めて隣に座る田所に会釈をする。

「こんばんは、田所さん。急にお時間を作っていただき申し訳ありません」

「いえいえ、私も松原さんに連絡を取りたいと思っていたので、嬉しかったですよ」

　そう言ってほほ笑む田所は、やはり人当たりのよい雰囲気だ。ホッと胸を撫で下ろしていると、頼んでいたカクテルが和歌に差し出された。

「まずは乾杯といきましょうか」

　田所は今まで呑んでいたバーボンのグラスを持ち、少しだけ上げた。それを見た和歌もグラスを持ち、小さく上げる。

「今日も一日お仕事お疲れ様、松原さん」

「田所さんも」

　目線で乾杯したあと、お互い一口含む。和歌が頼んだマティーニは〝カクテルの王様〟の通称をまごうことなき味をしていた。辛口のそれを口に含ませたあと、和歌はグラスをカウンターに置いた。

　すぐに本題に入ろうとする和歌だったが、それを田所は笑顔でかわしてくる。

　この前のパーティーのお礼から始まり、仕事中の和歌の様子を聞いてきたり、プライベートの話を振ってきたりと次から次に話題を持ちかけてきた。それに丁寧に答える和歌だったが、気がつけばすでに一時間以上田所と話し込んでいてビックリする。

　カクテルも何杯呑んだだろうか。田所がほどよいタイミングでカクテルのおかわりをバーテンダーに告げていくので、和歌としても断りづらく呑んでしまった。

　まだ意識はしっかりとしていると思いたい。そろそろ本題に移ろうとした和歌だったが、田所は急に意地悪な表情を浮かべた。

「ねぇ、松原さん。尊のこと、どう思う？」

「ど、どう思うとは？」

　内心ドキッとした。田所には和歌の気持ちがわかってしまったのだろうか。

　今夜、花山の話題は一度も出ていなかったから、漏れ伝わるということはないはずだ。

　自分に言い聞かせていると、田所はクツクツと笑って肩を震わす。

「アイツ、子供っぽいだろう？　大企業の御曹司で自分だって会社を興していてさ。そこで社長なんてしているのにねぇ」

「……」

　田所の言葉には、幼なじみだからという気安さは感じられない。悪意が込められているように感じて、和歌は眉を顰めてしまう。

　表情を曇らせた和歌に気がついているはずの田所だが、彼の口は止まらなかった。

「尊とは幼なじみをやっているけど、アイツの子供っぽさには嫌気が差していてね」

「……」

「松原さんも、本当は嫌気が差しているんじゃないかな？　仕事とはいえ、アイツのお守りは大変だね。同情してしまうな」

　田所はグラスを傾け、妖しくほほ笑んだ。その様子は、大人の余裕さえも感じる。

　紳士的な雰囲気で柔らかい印象の田所だ。しかし、今の彼は仮面を剥ぎ取ったように素を見せているような気がする。

　本当に、この人は社長の友人なのだろうか。和歌が疑問を覚えるほど、彼は次から次に花山の悪口とも取れる言葉を言い放っていく。

　花山は確かに子供っぽいところがあるかもしれない。今回、和歌に告白した折に露見した性格のひとつだ。しかし、それはただ一面だけ。本来の彼は、とても頼れる男性である。

　和歌が先日ミスをしたアンティーク家具業者との一件も、彼は和歌のために何度も何度も頭を下げてくれてフォローをしてくれた。

　だからといって和歌を必要以上に甘やかしたりはしない。キツく叱ってくれ、そして最後には「松原のことは信頼している。俺はお前に全部を預けたいと思っているから」と言って、和歌を励ましてもくれた。

　和歌だけではない。花山スペ―スデザインに勤めている社員も、社長である花山のことを信頼している。決して田所が言うような男性ではない。

　最初こそ和歌は黙って耐えていたのだが、あまりに花山の悪口ばかり言うので頭にきてしまった。

　和歌は手に持っていたグラスを置き、身体ごと田所に向き直る。

　なるべく穏便に事を収めたいとは思うのだが、怒りが込みあげてきてどうしようもなくなってしまう。

　視線が自ずと鋭くなっているとわかっていながらも、それを直す術がない。

　和歌は怒りに震えながら、田所に苦言を呈した。

「いい加減にしてください。それ以上社長の悪口を言うのなら、その口を塞ぎますよ」

「ふふ。君の唇で塞いでくれるのかな？　ああ、ベッドに連れ込みたいな。その強気な目が蕩けるところを見てみたい」

「っ!!」

　和歌の怒りをますます煽るように、田所は不敵にほほ笑む。

　その表情を見た和歌としては、怒り心頭である。一言物申してやる、と意気込む和歌だったが、次の瞬間思いもよらぬ事態になった。

「え!?」

　田所が、バシャッと勢いよく和歌に向かって自身が呑んでいた酒をかけてきたのだ。

　ジャケットもブラウスもびしょ濡れになり、タイトスカートを伝って足にまで零れ落ちていく。

　ストッキングが濡れて気持ち悪い。今起きたことが理解できず唖然としていると、田所は和歌の全身を舐めるように視線を向けてくる。その厭らしい視線に和歌の身体は竦んでしまう。和歌の怯える様を見てクスクスとわざとらしく笑い声を出したあと、田所は嬉しそうに笑みを浮かべたのだ。

「ああ、濡れちゃったね」

「濡れちゃったって……」

　和歌がバーテンダーに貰ったおしぼりでかけられてしまった酒を拭いているのに、田所に悪びれた様子は見えない。

　田所の意図が全く理解できない和歌に対し、なぜか彼は無表情のままだ。

「君に似合う服を用意するから、許してほしいな」

「何を言っているんですか！　わざとこんな……っ！」

　不注意で酒をかけられてしまったのなら、その謝罪も受け入れる。だが、今のは明らかに田所が意図して悪意を持ってやったことだ。

　和歌が目くじらを立てているにもかかわらず、田所はスツールから降りて近づいてくる。

　そして、和歌の肩を抱いて耳元で囁いた。

「このままじゃ気持ち悪いでしょう？　シャワーを浴びに行こうか」

　ホテルの一室に連れ込もうとする田所に「止めてください」と言って彼の手を振り払おうとしたのだが、逆に抱きしめられてしまう。

「大人しくしていて。私に恥じをかかせないでくれないかな？」

「っ！」

　その声はどこか冷たく、和歌を脅かすのに充分だった。

　ビクッと身体を震わせて硬直する和歌を見て、田所は楽しそうである。言うことを聞くようになったと喜んでいるのだろうか。和歌は、思わず呟いていた。

「社長……助けて」

　こんなところに花山は絶対に現れないとわかっていても、彼に助けを求めてしまう。

　残念だが、和歌の声は花山に届く訳がない。彼は今、花山ホームの本社に顔を出しているはずだ。それに、今夜和歌と田所が会うとは知らない花山である。助けようにも無理だろう。

「ようやく君の本心が聞けた。これで、尊の胸に飛び込めるね」

「え？」　

　目を丸くして田所の真意に驚いた、そのときだった。和歌は、何者かの腕に導かれるように抱きしめられていた。

　え、と驚いてその人物の顔を見た瞬間、その人は和歌に唇を押しつけてくる。

　視界に広がるのは、和歌が心の中でずっと助けを求めていた花山だった。

　彼が助けに来てくれたと安堵する和歌の唇には、ここ最近しっかりと覚えさせられていた彼の唇の感触がする。

　花山がいる。和歌は嬉しくなって、彼のスーツの裾をギュッと握りしめた。

　短いキスだったが、和歌の不安だった気持ちを落ち着かせるには充分濃厚なキスだ。

　彼の唇と離れるのが恋しい……。ここが人目に着く場所であることも、目の前に田所がいることも知っている。だが、和歌はそんな感情に心を包まれていた。

　花山に頭を抱き寄せられ、和歌の頬は彼の厚い胸板に押しつけられる。すると、トクトクと花山の鼓動が速いことに気がついた。

　どうしてだろうと顔を上げると、花山の髪は少し乱れていて額には汗が見られる。

　もしかして、和歌と田所がこの場で会っていると知り、急いで駆けつけてくれたのだろうか。

　花山の鋭い視線が田所に向く。

「コイツに触れるな！」

　和歌が固唾を呑んでいる中、花山は自身の気持ちと情熱を解き放つ。

「和歌は、俺の女だ」

　静かなバーに花山の声が響き渡る。それを唖然とした様子で見ていた田所は、小さく肩をすくめた。

「どうしようもない独占欲だな」

「うるせぇよ！　そんなこと、言われなくたってわかっている。だけど、どうしても抑えきれねぇんだよ!!」

　吐き捨てるように言った花山は、和歌の手首を掴んで無言のまま店を出た。

　和歌には、彼の背中しか見えない。だが、その背中は怒りとやるせなさを物語っているように感じて和歌は言葉を発することが出来なかった。

　こんなふうに感情を露わにしている花山を見たことがない和歌は、どんな言葉をかけていいのかわからないのだ。

　ただ、一抹の不安を抱きながらも、和歌は花山の手を振りほどこうとは思わなかった。

　田所に触れられたときに震えていた手は、今は落ち着いている。それが答えのように感じたからだ。

　ホテルを飛び出し、未だに無言のまま和歌の手を引いて街を闊歩していく花山。それに何も言わずについていく和歌。

　二人の間に言葉は存在していない。だが、手と手から伝わるぬくもりだけが真実を知っているようにも感じた。

　花山に連れ込まれた先は、彼のマンションのようだ。コンシェルジュも駐在しているデザイナーズマンションは、とてもおしゃれで尚且つ立地場所から考えてもかなり高級なマンションであることが一目瞭然だった。

　部屋に入れと花山に促され、驚きに目を丸くしている間にバスルームへと押し込まれた。そして、花山はシャワーのコックを捻る。勢いよく水しぶきを飛ばす様を、唖然としながら和歌は見つめていたのだが、シャワーヘッドを手に取る花山を見て目を丸くする。

　和歌も花山も服を着ている状況なのに、彼は迷いもなく和歌にシャワーのお湯をかけてきたのだ。

「ちょ、ちょっと。社長!!」

「……」

「服が……っ」

　田所にかけられた酒のせいでスーツは濡れてしまってはいたが、なんとか着ていることは可能だった。しかし、こんなふうにシャワーを直接かけられてしまったら、着るのは不可能になってしまう。

「アイツの……涼介の匂いが移っている」

「え？」

「嫉妬で狂いそうだ！」

　スーツを着たままの和歌は全身びしょ濡れだ。しかし、一緒にバスルームに飛び込んだ花山も同様に濡れている。

　湯気が立ち上るバスルームで、二人は見つめ合う。触れたい、触れてもらいたい。そんな欲求さえも、湯気とともに立ち上っていく気がした。

「なぁ、和歌。俺と同じ匂いになる覚悟はできたか？」

「社長？」

　花山の目は情熱に富んでいた。だが、そこには不安の色も見え隠れしている。

　いつも自信たっぷりで、俺の背中を見てついてこいという俺様な一面もある人だ。

　そんな彼に憧れ、社内の人間は誰しもが「社長についていけば大丈夫」という思いを抱いていると思う。

　その自信の表れは、花山のたゆまぬ努力の賜物だ。和歌は彼の秘書として過ごしたこの二年の間、苦労を惜むことなく人知れず努力する花山の姿をずっと見続けてきた。だからこそ、彼の不安の色を見て驚きが隠せない。同時に、愛おしさも込みあげてくる。

　好き……。素直な気持ちを花山に告げるのは、今しかないだろう。和歌は、濡れそぼった身体で花山を見上げる。そんな和歌に、花山は真剣な面持ちで宣言してくる。

「できないって言っても、強引に迫るけどな」

　和歌の顔を覗き込んだ花山の口は、傲慢なことを告げてくる。だが、目が不安に揺れていてなぜかとてもかわいらしく見えてしまった。

　花山は和歌より年上だ。地位もあり、仕事もできる、素敵な大人の男性である。それなのに、かわいいなんて言葉は似合わないだろうか。

　和歌は小さく噴き出したあと、花山をジッと見つめた。

「……約束が守れない子供ですか？」

　和歌の様子を見て安堵したのか。花山の口元は小さく笑みを浮かべる。

「子供でもなんでも構わない。ただ、お前が欲しい。それだけだ」

　花山のストレートな言葉が胸をつく。和歌は彼を見上げ、頑なだった心を解き放つ覚悟をした。

「三股をかけられ、それもキープだと言われた女ですよ？」

「その男が見る目なかっただけだ。和歌は何も悪くない」

「今の私から仕事を取り上げたら、何にも残りませんよ？」

「バカな。俺は初めてお前を見たときに恋に落ちたんだ。和歌が魅力的だったからだろう？　これ以上、何を求めるものがある？」

　和歌の問いかけに間髪入れずに花山は答えを出していく。

　花山は勘づいていたのだろう。和歌が二年前リストラされたこと以外で何かが和歌の身にあったことを。それも恋愛関連で。和歌の心の傷が癒えるまで、ずっとずっと自分の気持ちを抑え込んで見守ってくれて、愛していてくれた。こんなに温かい愛を和歌は知らない。

　ゆっくりと花山に自ら手を伸ばし、和歌は自分と同様にずぶ濡れになっている花山のスーツの襟を掴んだ。

「……私を、まるごと貰ってくれますか？」

　シャワーの音でかき消されるぐらい小さな声だったと思う。だが、目の前にいた花山は目を大きく見開いたあと、真剣な面持ちで頷いた。

「大歓迎だ」

　花山はシャワーを止め、和歌の両肩に手を置く。おでこ、こめかみ、頬、鼻と順番にキスをしたあと、ジッと和歌の目を見つめた。和歌を見つめる花山の目は、とても柔らかく愛おしそうだ。和歌は、じんわりとした幸せを噛みしめる。

　ゆっくりと近づいてくる花山の唇を見て、和歌は安心しきって目を閉じた。彼になら先の恋愛で傷ついた心ごと貰ってもらえる。そう信じたからだ。

　目を閉じた和歌の唇に、ゆっくりと花山の唇が重なる。柔らかく温かい唇は、和歌の何もかもを身ぐるみ剥がしていくようにも感じた。

　決して荒々しいキスではない。だが、和歌をまるごと暴いていく。背負っていた枷を落としていくようなキスに、和歌は溺れた。

「ふっ……ぁ」

　唇を重ねる音と、和歌の甘ったるい吐息がバスルームに響き渡る。それが恥ずかしいのに、和歌はキスを止めることができない。

　花山は和歌を包み込むようにギュッと抱きしめ、角度を変えては何度も和歌の唇を欲した。

　和歌の唇に花山の舌が差し込まれる。ゆっくりと舌に絡む彼の舌は驚くほどに熱く、和歌はその熱に思考を真っ白にさせられてしまう。

　ただ、彼が欲しい。この人の全部が欲しい。そんな思いを伝えるように、拙い舌技で彼に応える。

　唇や舌だけでは足りない。もっともっと、肌で花山を感じたい。そんな風に願ったのは和歌だけではなかったようだ。

　和歌が着ているジャケットを花山は脱がし始めていく。シャワーのお湯ですっかり濡れたそれは、べっとりと身体に纏わり付いている。それを丁寧に花山は脱がしていった。

　ジャケットがバスルームの床に落ち、それを見届けると花山の指はシャツのボタンに手をかける。

　ひとつ、またひとつと剥がされていく感覚。それは、心の鎧も一緒に落とす行為にも思えた。スーッと心が軽くなるにつれ、今度は羞恥に頬が赤くなってしまう。

　和歌は自分だけが脱がされていることに気がつき、花山に手を伸ばした。和歌と同様に彼のジャケットを脱がし、ネクタイを解く。

　何か神聖な儀式をしているような気持ちでお互いに脱がし合う。だが、それはなんとも焦れったかった。

　本当は早く触れたい。肌と肌を重ねて、愛を囁きたい。逸る気持ちは加速度を増し、キスは深いものへと変わっていく。

　気がつけばバスルームの床にはお互いの服がグシャグシャになって散らばっていた。だが、片付ける時間も惜しいとばかりに抱きしめあう。

　一糸まとわぬ姿になった和歌を、目を細めて花山は見つめてくる。その視線には欲情が確かに含まれており、和歌の心臓は一気に鼓動を速めた。

「ずっと見たかった……和歌のまっさらになったところを」

「っ！」

「過去を全部捨てることはできたか？」

　和歌が、花山に心を開いたと感じたのだろう。そして、花山の言葉に間違いはない。小さく、だけど力強く頷いた和歌を、ギュッと抱きしめてきた。

「もう……俺の傍から離れることは許さないぞ？　いいか？」

　最後通告のつもりだろうか。そんなふうに言われなくても離れるつもりはない。和歌は花山の腕の中ではっきりと頷く。

　よし、とどこか満足げに、そして安堵したように呟いた花山は、水分をすっかり吸って濡れてしまった和歌の長い髪を纏めてアップにさせた。そうして現れたのは真っ白な項。そこに花山は唇を這わせ始める。

「……っ」

　鼻に抜けるような甘い吐息を漏らす和歌に、花山は嬉しそうに項を舐め上げる。

「ここ、そんなに気持ちいいか？」

「っぁあ……はぁ……んん」

　返事ができない。先ほどから甘ったるい声は発することができるのに、言葉にするのは困難だ。それほど、花山によって次から次に快楽を植え付けら続けている。

（クラクラする……）

　和歌は薄目を開けて、目の前で自身を愛撫し続けている花山を見つめた。

　今の花山は、まさに求愛をする獣だ。和歌に触れる唇も舌も、そして手も優しく愛に満ちているのに、どこか獰猛さも秘めている。

　花山の手は首筋を辿り、肩を撫で、そして行き着いた先は柔らかい乳房だった。

　何度か胸を揉み、その柔らかさを堪能するような動きをする。そのたびに花山の指が先端を掠めて淫らな声を上げてしまう。

　和歌が敏感に反応していると、わかっているのだろう。花山は、より快楽を与えるようにキュッと乳房の先端を摘む。すると、ビリリとした快感が背を走って腰が震えてしまう。

　その反応が、花山には嬉しかったのか。項を舐めていた唇が次に定めたターゲットは、胸の頂だった。

　腰を屈めた花山は、頂の周りを舌で円を描くように舐め回してくる。ブルルと和歌の身体は小刻みに震え、その愛撫にすべてを捧げたくなった。

　あまりの気持ちよさに身体から力が抜けてしまった和歌は、バスルームの壁に背を預ける。ひんやりとした冷たさを感じたが、それは和歌の身体が熱を帯びているからだろう。

　胸を突き出すような形で壁に背を預けた和歌を見て、花山は舌なめずりをして目を細めた。

「キレイだ……」

「え？」

「キレイだと言った」

「っ！」

「ずっと、こうして和歌のすべてを暴いてみたかった」

　彷彿して熱に浮かされるように呟いた花山は、とてもセクシーで目が離せなかった。

　自分だけ身体を見つめられるのは恥ずかしいと考えた和歌は、花山の身体に視線を向ける。だが、すぐにそれは墓穴を掘る行為だったと悔やんだ。

　引き締まった身体は、ほどよく筋肉がつき男らしさとセクシーさが相交わっていて見ているだけでドキドキしてしまう。そして視線が落ちた先に見えたのは、すでに硬くいきり立った猛りだった。雄々しい様子を見て、それが自身の中に楔として入ってくるのかと想像しただけで下腹部が震えてしまう。

　サッと視線を逸らした和歌を見て、花山は小さく笑う。彼には何もかもお見通しのようで悔しい。ふて腐れる和歌を浴槽の縁に座らせ、再び近づいた花山は膝を床について両手で妖しく和歌の腰を撫でてきた。そして、その手はゆっくりとお尻を通り、太ももに到達する。

　何度も下から上に、そして上から下へと撫でたあと、両膝に手を置いてゆっくりと開いていく。

「っやぁ……！」

　慌てて脚に力を込めた和歌に、花山が膝にキスを落としてきた。

「見せろよ。もっと見たい」

「しゃ、社長」

「和歌のすべてを見たいんだ」

　甘えた声で懇願してくる花山に和歌はどうやら弱いらしい。恥ずかしさは込みあげてくるものの、和歌は彼の指示に従っていた。

　自らゆっくりと脚を開いていく。それは、心の内を花山に見せるのと同じで覚悟がいる。だけど、彼ならすべて見てほしい、暴いてほしいと和歌自身が願った。

　開いた先はどうなっているのか。和歌には、わかっていた。先ほどから腿に垂れているモノはシャワーの水ではない、花山によって甘く蕩かされてあふれ出した蜜だということに……。

　恥ずかしさが込みあげてきて、花山を直視できない。彼から顔を背けて視線を逸らしたが、その目は潤んでしまう。

　陰部に集まる視線は、すべて花山のものだ。彼は今の和歌をどんな気持ちで見つめているのだろう。確かめてみたい気持ちはもちろんあるが、聞く勇気はない。

　何も言わない花山に、不安が込みあげてきてしまう。チラリと花山に視線を向けると、彼は和歌の内腿の辺りに唇を寄せた。

　チュッとキツく吸い上げられ、ピリリとした甘い痛みを感じる。その場所を見ると、赤く痕がついていた。花山の独占欲を実感し、和歌は泣きたくなるほど幸せを噛みしめる。

「蜜がテラテラ光ってるな」

「ゃ……、い、言わないで」

「どうしてだ？　俺のことを感じている証拠だろう？」

　その通りだが、言葉に出されると恥ずかしさだけが先行してしまう。

　唇を噛みしめて恥ずかしさに耐える和歌を見て、花山はフッと笑う。

「もっと気持ちよくさせてやるから。力を抜いて」

　太ももを撫で上げられたあと、花山の指は茂みに隠れた蕾みを探し出す。クチュリと粘着質な音が聞こえて、その淫らさに身体が震えた。

　ゆっくりと中を探るように花山の指は動き回る。そのたびに奥から蜜が零れ落ちて、ますます指の動きを助長してしまう。

　クチュクチュと蜜の厭らしい音を立てながら、花山の指が見つけたのは蜜が滴り落ちる場所だ。

「入れるぞ……。力を抜いて」

「んんっ！」

　自身のナカに花山の指が侵入してくる。最初こそ戸惑った和歌の身体だったが、ゆっくりと花山の指が出入りするたびに彼を受け入れていった。

　一本、二本……そして、三本。淫らな滴が零れ落ち、自分のお尻を濡らしていくのがわかる。だが、それを拒むつもりはない。ただ、花山の何もかもを受け入れたかった。

　固く拒んでいた心を解くように、和歌の身体は花山を受け入れる準備が出来はじめている。

　ナカを微妙な力加減で擦られ、そのたびに甘く喜びの声を上げてしまう。

　あまりの気持ちよさに、和歌は何度も何度も身体を痙攣させてしまった。しかし、小さな波は幾度も訪れたのだが、決定的な波はこない。

　もっと花山に愛撫してもらいたい。もっともっと気持ちよくなりたい。そんな気持ちを込めて花山を見つめると、彼は意地悪くほほ笑んだ。

「その顔、そそるな」

「え？」

「俺をそんなに誘惑して、どうしたいんだ？」

「誘惑なんてして……な、い」

　会話の最中も花山の指は止まらず、ひたすら和歌に快楽を植え付け続けている。甘さに震えた声は誘惑していないと訴えてみるが、していると言ってもいいほど艶めいていると思う。

　花山は目を細めて和歌を見つめたあと、顔を茂みへと近づけていく。

「待って……ぇ。ァアアんん!!」

　和歌が手で彼の頭を止めようとしたが、花山の方が一足早かった。彼の唇は的確に蕾みを探しだし、チュッと音を立てて吸い付いたのだ。

　目の前で花火が散る。和歌は声が響くバスルームだというのに、ますます大きな声で快楽を訴えた。

　指を動かして出し入れされ、蕾みは熱く情熱的な舌で愛撫される。その刺激の強さに目眩がした。

「だ、だめ……っ。イッちゃ……い……く！」

「……イケよ」

　花山は一度蕾みから唇を離して言ったあと、再び蕾みに食らいついた。

「あぁああ……やああぁんん!!」

　大きな波は一気に弾け、和歌は力が抜けて前のめりに倒れてしまう。それをすかさず抱き留めてくれた花山だったが、そのまま和歌を抱き上げてバスルームを後にする。

　濡れている身体もお構いなしに、花山は和歌をベッドに押し倒してきた。

「しゃ、社長！　ベッドが濡れてしまいます。一度身体を拭かせてください」

「構わない。それより今は、俺のことだけを考えろ」

「っ！」

　そういいながら、花山は硬く滾っている自身を和歌の太ももになすりつけた。その熱量と硬さに胸が高鳴ってしまう。

　目を泳がせた和歌に覆い被さり、花山は耳元で囁いた。

「優秀な秘書である和歌なら覚えているはずだ」

「え？」

「俺の名前、覚えているだろう？」

「……っ」

「忘れているなら、どんな手を使ってでも思い出させてやるが？」

　言うのか、言わないのか。二択を突きつけられたが、どう考えても逃げ道は塞がれているように思う。

　言わなければ、恐らく花山は言うまで和歌を翻弄するに決まっている。淫らで有無を言わせない言葉はそれを裏付けされていた。ここはひとつ、早々に白旗を振る方が賢明だ。

　恥ずかしさは込みあげるが、和歌は自分の欲を満たすためにも彼の名前を呼んでみたかった。花山は自分だけの男。和歌はそう自覚したかったのかもしれない。

「……尊、さん」

「っ！」

　呼んでくれと懇願してきたのは、花山だ。それなのに反応が薄い。

　こちらは恥ずかしさを抑えて呼んだのに、あんまりな仕打ちだ。

　和歌が唇を尖らせようとした瞬間、花山は慌てた様子でベッドサイドにある引き出しに手を伸ばす。

　必死の形相の花山を不思議に思った和歌だったが、彼が手にしているものを見て頬を赤らめた。

　花山は手にしていたコンドームを自身に装着し、再び和歌に覆い被さってくる。その顔はどこか必死に感情を抑えているように見えて、和歌は目を丸くさせた。

「和歌が悪い」

「は……？」

　名前を呼べと言うから呼んだのに、その言い草はないだろう。和歌が異論を唱えようとすると、花山は齧り付くようなキスをしてきた。

「フッ……ぁ」

　深く激しいキスに、翻弄されてしまう。呼吸が荒れて息を吸おうと口を開ければ、それを待っていたかのように花山の舌が入り込んでくる。

　舌と舌を絡ませ、そのたびに唾液の音がベッドルームに響く。淫らすぎる空気に、それだけで気分が高揚してしまう。

　ようやく唇が離れ、和歌はうっとりとして彼を見上げる。だが、花山の眉間の皺は消えてはいなかった。

　気持ちよくはなかったのか、と落ち込んでいると、花山は我慢ならない様子で和歌の顔を覗き込んでくる。

「堪らないな」

「え？」

「和歌がかわいい声で俺の名前を呼ぶから……我慢ならない」

「っ」

「欲しい……和歌が欲しい」

　切羽詰まっている様子の花山がかわいすぎた。ふと見せる彼の素の部分に、胸がキュンとしてしまう。和歌はドキドキする胸を抑えながら、はっきりと頷いた。

　それを見届けた花山は抑えきれない欲望を隠さず、零れ落ちるほどの蜜を潤滑油として脈打つ彼自身に塗りつけたあと、蜜壺にあてがった。

　ググッとナカを押し入ってくるのだが、その熱さに和歌の身体は反応してしまう。

　最奥をノックされ、和歌のナカは喜んで収縮し、彼をギュッと捕らえて離さない。

　花山が自分のナカにいる。そう思うだけで幸せになっていく。

　最初はゆっくりと律動を繰り返していた花山だったが、和歌の喘ぐ声を聞いて動きを速くした。

　腰と腰がぶつかりあう音、花山が動くたびに響く蜜の音。どれも淫らな音なのに、ベッドルームには幸せな空気が漂っていた。

　花山は、和歌を優しく丹念に攻め立てていく。和歌も快楽に泳がされ、自然と腰が前後に動いてしまう。

　何度も最奥を突き、和歌のナカに何かを残したいとばかりに誇張した滾りがビクビクと息づく。それに応えるように、和歌の下腹部はキュンと彼を締めつける。

　熱い刺激が身体を貫いていく。お互いの荒い息が響き、ただ相手の熱を求めた。

「あ、あっ、あっ……はぅんん！」

「和歌っ……和歌！」

　花山の声がよりセクシーに感じる。どんどん高まっていく快楽に、和歌の身体は喜びに震え、自制できずに声を上げていく。

　花山が眉間に皺を寄せ、快楽を放つのを我慢しているとわかったとき。和歌の身体は嬉しくて熱を発した。

「イく……い、……ぅああ!!」

「っ!!」

　花山が激しく自身を擦りつけてきたあと、和歌は声を上げて身体を震わせる。そして、花山は薄膜越しに欲望のすべてを吐き出したのだった。







　結ばれた余韻を楽しんでいる間中、花山は和歌を抱きしめたまま離してはくれない。シャワーに行きたいといえば、「一緒に入る」と言われる始末。だが、一緒に入ったら再び快楽の海に投げ出されるのは目に見えている。

　和歌はシャワーを諦め、彼の腕の中にいる選択をしたのだが……ふと、疑問に思ったことを口にした。

「どうして……あのバーに来てくれたんですか？」

「ん？」

　今夜、和歌が田所と会うとは花山に伝えていなかった。それに、花山は両親と一緒に尊敬する建築家に会っていたはず。それなのに、どうしてあのホテルに駆けつけてくることができたのか。どう考えても偶然とは思えない。

　和歌がそう言うと、彼は苦虫を噛み潰したような顔をした。

「涼介から連絡があったからだ」

「え？」

「それもご丁寧に場所まで教えてきた。早くしないとお姫様を食っちまうぞ？　って。呷ってきやがった」

「へ？」

　どういうことだろうか。田所の今夜の言動を見る限り、和歌をどうにかしてやろうと目論んでいるようにも見えた。そんな彼が、どうして花山に塩を送るようなマネをしたのか。理解に苦しむ。

　しかし、ふと和歌は田所が最後に放った言葉を思い出した。もしかして、田所は和歌と花山をくっつけようと画策していたのではないか。

　考え込んでいる和歌を見て、花山は小さく笑った。だが、田所を思い出したのだろう。すぐに険しい顔に戻る。

「要するに、俺と和歌をくっつけたかったのと、俺が怒り狂って駆け込んでくる姿を見たかっただけなんだろう」

「え……」

　絶句する和歌に、花山は肩をすくめた。

「アイツ、本当に昔からいい性格をしているから」

　花山は「さっき届いたメールだ」と言って、田所からのメールを和歌に見せてきた。そこには、二人がくっついて良かったと安堵している様子と、自分のおかげなのだから感謝するようにといった内容が書かれてあった。どうやら、花山ホーム創立パーティーでの花山の様子を見て、彼が和歌のことを好きだと田所はわかっていたらしい。そこで、今夜。田所は一芝居打ったのだろう。

「お節介焼きなんだよ、涼介は」

　忌々しげに呟きながらもどこか嬉しそうな花山を見て、和歌はどっちもどっちということか、と納得した。どちらも素直じゃなくて、意地っ張りなところがあるようだ。ついでに言うと、どちらも子供っぽい。

　和歌は、口角をクイッと上げて戯けて言った。

「やっぱり、ここは類が友を呼ぶと言った方がいいですか？」

「……うるせぇ」

　すっかり素の自分を和歌に見せるようになった花山に、和歌は小さく息を吐いた。

「私より年上だし、仕事上では頼りになる上司なのに……どうしてそんなに子供っぽい部分があるんでしょうね？」

「……」

「お二人とも、所謂ハイスペック男子なのに。オンとオフの差がありすぎます。それも残念すぎる方向で」

　耳を押さえたいほど痛いことを和歌に言われたのだろう。花山は拗ねたように、しかしどこかで開き直ったように口を尖らせた。

「残念な男だから、未だに独身なんだろう」

「自分でそれを言います？」

　呆れかえる和歌を見て、花山は声を出して笑う。そして、和歌のおでこにチュッとキスをひとつ落とした。

「だから、お前みたいな女が俺の手綱を握っていてくれなくちゃならないんだよ」

「え？」

　急に真剣な声で言い出した花山を見て、和歌の胸はドクンと一際高くなる。

　目を見開いた和歌に、花山は真摯な瞳で見つめてきた。

「不器用なのは重々承知しているし、格好よく大人の男の振る舞いはできない。だけど――」

　花山は和歌の手を取り、薬指に唇を添わせた。

　ビクリと震えた和歌を見て、花山は真剣な口調で宣言をする。

「俺はお前を全力で愛すし、全力で離さない。それじゃあダメか？」

　反則だ。そんな縋るような目で見つめられたら、ほだされてしまうじゃないか。和歌はドキドキして苦しい胸の内をさらけ出す。

「私、嫉妬深いですよ」

「望むところだ」

「チャラい人も嫌いです。二股とか三股なんてもってのほか」

「そんな器用な男じゃない」

「本当ですか？　つい最近まで、すっごくチャラかった気が？」

「ああ。あれは、誰に対しても軽いフリをしておけば、向こうは本気にならない。作戦だった。この前も話しただろう？」

　花山は和歌の薬指をゆっくりと愛撫する。その手つきは、大事な宝物に触れるように慎重だ。和歌は胸を高鳴らせながら、最後の質問を花山にぶつける。

「ずっと私の側にいてくれますか？」

「和歌」

「余所に目を向けないで……約束して？」

　涙が零れ落ちていく。もう二度とあんなに苦しい思いはしたくない。花山とは、絶対に別れたくはない。和歌のトラウマを受け止める覚悟を花山はしてくれるだろうか。

　不安に満ちた視線で花山を見ると、彼は唇をきつく横に引いたあと口を開いた。

「約束すれば、お前の全てが手に入るのか？」

「え？」

「約束した。必ず約束は守る。だから……」

　花山が続けた言葉に目を見張り、和歌の目からポロリと涙が零れ落ちる。




　――結婚しよう。俺の一生をかけて、和歌を幸せにするから。




　心が軽やかになった瞬間、和歌は声を上げて泣いていた。そんな和歌を抱き寄せ、何も言わずに花山は抱きしめる。

　過去のトラウマとして残っていたトゲトゲしていた破片。最後のひとかけらがフワリと舞い上がり和歌の心から消え失せた。

　ストレートで不器用な愛しか叫べない花山に、恋に臆病で何事にも真面目一筋な和歌。

　そんな不器用同士の二人の恋は今、新たに始まったばかりなのかもしれない。

「ずっと大事にするから……俺の側で笑っていろよ」

　そう言うと、花山は恥ずかしさを誤魔化すように、和歌の目尻にキスを落とした。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。











著者紹介






橘柚葉（たちばな・ゆずは）


「甘酸っぱい恋愛＆ハッピーエンド」をキーワードに、Ｗｅｂサイトで恋愛小説を公開。二〇一三年「甘く危険な交換条件」で出版デビューに至る。










©橘柚葉　　©深山キリ　　発行／くるみ舎







item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		１



		２



		３



		４













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg





item/image/kurumi.jpg
BB





